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2
0
1
8
年
、
平
成
最
後
と
な

る
今
年
の
漢
字
は
「
災
」。
地
震

や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

り
、
多
く
の
人
が
被
災
し
、
防
災
・

減
災
の
意
識
が
高
ま
り
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
も

注
目
が
集
ま
っ
た
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
界
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
人
為
的

災
害
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な

こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が

ら
、
亥
の
年
が
幕
を
開
け
、
い
よ

い
よ
改
元
を
迎
え
る
平
成
31
年
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
天
災
は
避
け
ら

れ
な
い
と
し
て
も
、
人
が
引
き
金

と
な
る
災
害
は
防
ぎ
た
い
も
の
で

あ
る
。

　
昨
年
、
本
格
的
に
取
り
組
み
を

始
め
た
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。

「
地
域
の
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健

康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
と
共

に
考
え
、
取
り
組
み
、
実
現
さ
せ

て
い
く
目
標
を
備
え
る
。
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と
、
イ
ノ

シ
シ
の
よ
う
に
力
強
く
突
き
進
む

年
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

　
　
編
集
委
員
　
山
本
　
美
正
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  3日（水）
  9日（火）

12日（金）
14日（日）
17日（水）

19日（金）
21日（日）
22日（月）

26日（金）

30日（火）

  2日（金）

  3日（土）
  5日（月）
  6日（火）
  8日（木）

議会だより編集委員会（第1回）
山梨県東部広域連合議会議員視察研修
（～10日）
山梨県市議会議長会正副会長・事務局長会議
第43回都留市消防団員総合訓練大会
大月都留広域事務組合議会議員視察研修
（～18日）
第260回山梨県市議会議長会定期総会
第40回都留市合唱祭
山梨県後期高齢者医療広域連合議会定例会
議会だより編集委員会（第2回）
全員協議会
第1回政治倫理審査会
第2回政治倫理審査会

第3回政治倫理審査会
山梨県体育功労者賞受賞祝賀会
都留市文化祭式典並びに表彰式
大月都留広域事務組合議会11月定例会
第4回政治倫理審査会
都留市学校規模適正化準備会

12日（月）
16日（金）

18日（日）
21日（水）
26日（月）
30日（金）

  4日（火）

  6日（木）

10日（月）
13日（木）
17日（月）
19日（水）

21日（金）

28日（金）

第5回政治倫理審査会
第6回政治倫理審査会
都留市青少年健全育成推進大会
第3回リニアと翔る都留ロードレース大会
第7回政治倫理審査会
山梨県東部広域連合議会11月定例会
第8回政治倫理審査会
平成30年度都留市戦没者慰霊祭

◎議会運営委員会／◎全員協議会
第9回政治倫理審査会
◎議会運営委員会／◎全員協議会
◎12月定例会 開会
第10回政治倫理審査会
第11回政治倫理審査会
第12回政治倫理審査会
◎一般質問
◎総務産業建設常任委員会
◎社会厚生常任委員会
◎議会運営委員会／◎全員協議会
◎12月定例会 閉会
仕事納め式

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
藤
江
喜
美
子

副
委
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武

委
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国
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委
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山
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美
正

この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

3月定例会日程（予定）

●開　　会 2月28日（木）
●一般質問 3月11日（月）、12日（火）
●閉　　会 3月20日（水）

次期定例会及び請願提出について

請願提出締切日（予定）●2月25日（月）

人 事 案 件
　12月6日の本会議で、教育委員会委員の任命について
議案が上程され、満場一致で同意されました。
●教育委員会委員      
　鹿　留　　三枝　泰子　　法　能　　遠山　江理

　12月21日の本会議で、人権擁護委員の推薦について
諮問が上程され、満場一致で同意されました。
●人権擁護委員      
　田野倉　　佐藤　雅子　　田　原　　平井　勝典
　下　谷　　渡邉　芳治

　12月21日の本会議で、固定資産評価審査委員会委員の選
任について議案が上程され、満場一致で同意されました。

●固定資産評価審査委員会委員
　十日市場　　渡邉　良二　　小　野　　志村　充

議会だより
編集委員会都

留
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

10月

11月

12月



つる市議会だより　23　つる市議会だより　

（
１
）
平
成
30
年
11
月
19
日
（
月
）

〜
徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
〜

１
．
世
界
が
注
目
す
る
上
勝
町
の

　
　
ビ
ジ
ネ
ス

　「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
は
、
日

本
料
理
を
美
し
く
彩
る
季
節
の
葉
や

花
、
山
菜
な
ど
の
〝
つ
ま
も
の
〞
を
、

栽
培
・
出
荷
・
販
売
す
る
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
の
こ
と
を
い
う
。
当
時
、
農
協

職
員
だ
っ
た
現
在
の
「
株
式
会
社
い

ろ
ど
り
」
の
社
長
が
、
あ
る
料
亭
で
、

女
性
が
そ
の
葉
っ
ぱ
を
丁
寧
に
包
ん

で
持
ち
帰
っ
た
と
こ
ろ
を
目
撃
し
、

ひ
ら
め
い
た
事
業
で
あ
る
。

　
高
齢
者
は
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
駆
使
し
、「
上
勝
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
か
ら
入
る
全
国
の
市
場
情

報
を
分
析
し
、
自
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
栽
培
し
た
葉
っ
ぱ
を
全

国
に
出
荷
し
て
い
る
。
こ
の
「
上
勝

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
自
分

の
売
り
上
げ
が
何
番
目
か
、
順
番
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、

農
家
の
や
る
気
を
出
さ
せ
る
〝
ツ
ボ
〞

を
つ
い
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
そ

う
だ
。

２
．
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
と
上
勝
町
の

今
後
の
課
題

　
町
の
人
口
は
こ
の
10
年
間
で
2
割

減
っ
て
お
り
、
い
か
に
移
住
者
を
増

や
す
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
は
農
家

が
所
有
す
る
山
で
栽
培
し
た
り
、
自

生
す
る
葉
や
実
を
採
っ
た
り
し
て
成

り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
移
住
者
が
土

地
を
購
入
し
て
栽
培
技
術
を
習
得
す

る
に
は
年
月
が
か
か
る
。

　
そ
こ
で
今
後
、「
い
ろ
ど
り
」（
現

在
は
、
契
約
農
家
に
出
荷
情
報
を
提

供
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
）
で
は
、
町

が
買
い
取
っ
た
山
林
に
商
品
と
な
る

桜
や
梅
な
ど
を
植
え
、
土
地
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
も
栽
培
や
収
穫
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
、〝
つ
ま
も
の
〞
を

栽
培
し
な
い
区
域
は
林
業
研
修
に
も

利
用
し
、
山
全
体
を
人
材
育
成
の
場

と
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

３
．
考
察
　

　
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
が
人
口
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
え
ば

そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

理
由
と
し
て
は
、
雇
用
や
住
宅
整
備

が
追
い
つ
い
て
い
か
な
い
こ
と
も
あ

る
が
、
事
業
が
成
功
す
る
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
移
住
を
希

望
す
る
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
仕
事

か
、
本
当
に
や
り
た
い
仕
事
な
の
か

に
着
目
す
る
こ
と
が
、
人
を
呼
ぶ
上

で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
た
。

（
１
）
平
成
30
年
11
月
19
日
（
月
）

〜
愛
知
県
大
府
市
〜

１
．『
大
府
市
の
授
業
』
へ
の
取
組
み

　
大
府
市
で
は
、
21
世
紀
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
力
を
育

む
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
I
C
T

を
活
用
し
た
授
業
の
構
築
に
向
け
、

全
国
で
も
一
早
く
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
そ
の
中
の
大
府
市
立
東
山
小
学
校

で
は
、
平
成
22
年
度
よ
り
総
務
省
が

実
施
し
た
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
推
進
事
業
」
の
実
証
校
に
選
定
さ

れ
、
4
年
間
に
渡
り
I
C
T
を
利
活

用
し
た
協
働
学
習
の
実
証
研
究
に
取

り
組
み
、
こ
の
様
子
に
強
く
感
銘
を

受
け
た
当
時
の
市
長
が
、「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
（
未
来
）
で
は
な
く
、
今
す

ぐ
必
要
な
教
育
環
境
だ
」
と
、
平
成

27
〜
28
年
度
に
か
け
て
小
学
校
3
年

生
以
上
の
児
童
生
徒
2
人
に
1
台
の

割
合
と
な
る
3
，
5
8
3
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
は
じ
め
、
大
型
提
示

装
置
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
の

I
C
T
関
連
機
器
を
一
斉
に
整
備
し

た
。

　２
．
実
証
研
究
に
よ
る
効
果
と
留
意
点

〇
画
像
や
動
画
を
活
用
し
た
わ
か
り

や
す
い
授
業
に
よ
り
、
興
味
・
関

心
を
高
め
、
学
習
意
欲
が
向
上

○
児
童
生
徒
の
学
習
の
習
熟
度
に
応

じ
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
、

知
識
・
理
解
の
定
着

○
電
子
黒
板
等
を
用
い
て
発
表
・
話

都留市議
会
行政視察

レポート

し
合
い
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
思

考
力
や
表
現
力
が
向
上

○
教
員
間
の
I
C
T
活
用
事
例
や
教

材
等
の
情
報
共
有
、
授
業
研
究
会

の
実
施
や
外
部
講
師
を
招
い
た
研

修
に
よ
る
指
導
力
の
向
上

○
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
等
を
提

示
す
る
だ
け
で
な
く
、
観
察
・
実

験
等
の
体
験
的
な
学
習
が
必
要

○
I
C
T
を
活
用
し
て
発
音
や
対
話

の
方
法
を
学
習
す
る
だ
け
で
な

く
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
合
わ
せ
て
行
う
こ

と
が
必
要

　

３
．
考
　
察

　
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
を
取
り

入
れ
る
上
で
、
本
市
に
お
け
る
一
番

の
課
題
は
予
算
の
確
保
で
あ
ろ
う
。

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
国
か
ら
の
助

成
金
や
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
都
留

市
学
校
I
C
T
援
助
金
（
仮
称
）
を

新
設
す
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

　
事
前
に
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育

現
場
で
の
問
題
点
や
課
題
な
ど
を
確

認
し
、
教
員
の
意
見
を
よ
く
聞
い
た

う
え
で
、
導
入
に
向
け
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
の
社
会
は
、
A
I
な
ど

I
C
T
化
が
進
み
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
も
変
化
し
て
い
く
中
で
、
本
市

の
子
ど
も
た
ち
が
周
囲
と
の
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
平
成
30
年
11
月
20
日
（
火
）

〜
愛
知
県
犬
山
市
〜

1
．
犬
山
市
議
会
の
議
会
改
革
の

　
　
取
組
み

　
犬
山
市
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成

29
年
5
月
、
議
長
に
ア
メ
リ
カ
生
ま

れ
の
ビ
ア
ン
キ
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
議
員

が
就
任
し
、
デ
ー
タ
は
な
い
が
恐
ら

く
初
の
外
国
出
身
の
市
議
会
議
長
と

な
っ
た
。
ま
た
、
ビ
ア
ン
キ
議
長
が

就
任
し
て
か
ら
、「
前
例
よ
り
前
進
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
米
国
の
例
を
も
と

に
、
市
民
参
加
の
場
と
し
て
「
市
民

フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
」
を
実
施
す

る
な
ど
、
犬
山
市
議
会
の
議
会
改
革

は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

２
．
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
の

概
要
と
課
題

　
こ
れ
は
、
市
民
が
議
会
に
対
し
て

市
政
へ
の
意
見
、要
望
を
5
分
間
（
発

言
者
7
名
ま
で
）、
発
言
で
き
る
制

度
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て
、
発
言
者

は
議
場
で
登
壇
し
、
議
員
の
前
で
発

言
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
の
成
果
と
し
て
、
発
言

内
容
に
も
よ
る
が
、
議
会
と
し
て
市

へ
申
し
入
れ
を
行
い
、
事
業
の
見
直

し
等
に
つ
い
て
市
か
ら
回
答
を
も
ら

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
応
募
者
に
偏
り

が
あ
り
、
女
性
や
若
者
が
少
な
い
こ

と
で
あ
る
。
改
善
策
と
し
て
、
女
性

や
若
者
を
対
象
と
し
た
フ
リ
ー
ス

ピ
ー
チ
制
度
の
開
催
も
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　３
．
考
　
察

　
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
議
員
も

様
々
な
案
件
に
対
し
て
の
説
明
能
力

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
議
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
と
な
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
議
会
改
革
に
も
繋
が
っ
て
い
く

と
考
え
る
。
　
　

　
ま
だ
実
施
回
数
も
少
な
く
、
市
民

の
反
応
も
細
部
ま
で
未
検
証
で
あ
る

が
、
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
で
提
案
さ
れ

た
も
の
が
実
現
さ
れ
れ
ば
定
着
し
て

い
き
、
提
案
課
題
を
各
議
員
が
討
論

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
議
会
の
活
性

化
に
は
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●総務産業建設常任委員会

●社会厚生常任委員会

●
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
社
会
厚
生
常
任
委
員
会

～常任委員会　行政視察研修～～常任委員会　行政視察研修～

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

I
C
T
を
活
用
し
た

「
大
府
市
の
授
業
」の

構
築

議
会
改
革「
市
民
フ
リ
ー

ス
ピ
ー
チ
制
度
」

市民フリースピーチ制度の発言の場である犬山市の議場にて

大府市立北山小学校でのICTを活用した授業

（株）いろどりでの研修。葉っぱを中心とした地域資源を軸
に地域ビジネスを展開している。
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（
１
）
平
成
30
年
11
月
19
日
（
月
）

〜
徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
〜

１
．
世
界
が
注
目
す
る
上
勝
町
の

　
　
ビ
ジ
ネ
ス

　「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
は
、
日

本
料
理
を
美
し
く
彩
る
季
節
の
葉
や

花
、
山
菜
な
ど
の
〝
つ
ま
も
の
〞
を
、

栽
培
・
出
荷
・
販
売
す
る
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
の
こ
と
を
い
う
。
当
時
、
農
協

職
員
だ
っ
た
現
在
の
「
株
式
会
社
い

ろ
ど
り
」
の
社
長
が
、
あ
る
料
亭
で
、

女
性
が
そ
の
葉
っ
ぱ
を
丁
寧
に
包
ん

で
持
ち
帰
っ
た
と
こ
ろ
を
目
撃
し
、

ひ
ら
め
い
た
事
業
で
あ
る
。

　
高
齢
者
は
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
駆
使
し
、「
上
勝
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
か
ら
入
る
全
国
の
市
場
情

報
を
分
析
し
、
自
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
栽
培
し
た
葉
っ
ぱ
を
全

国
に
出
荷
し
て
い
る
。
こ
の
「
上
勝

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
自
分

の
売
り
上
げ
が
何
番
目
か
、
順
番
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、

農
家
の
や
る
気
を
出
さ
せ
る
〝
ツ
ボ
〞

を
つ
い
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
そ

う
だ
。

２
．
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
と
上
勝
町
の

今
後
の
課
題

　
町
の
人
口
は
こ
の
10
年
間
で
2
割

減
っ
て
お
り
、
い
か
に
移
住
者
を
増

や
す
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
は
農
家

が
所
有
す
る
山
で
栽
培
し
た
り
、
自

生
す
る
葉
や
実
を
採
っ
た
り
し
て
成

り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
移
住
者
が
土

地
を
購
入
し
て
栽
培
技
術
を
習
得
す

る
に
は
年
月
が
か
か
る
。

　
そ
こ
で
今
後
、「
い
ろ
ど
り
」（
現

在
は
、
契
約
農
家
に
出
荷
情
報
を
提

供
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
）
で
は
、
町

が
買
い
取
っ
た
山
林
に
商
品
と
な
る

桜
や
梅
な
ど
を
植
え
、
土
地
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
も
栽
培
や
収
穫
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
、〝
つ
ま
も
の
〞
を

栽
培
し
な
い
区
域
は
林
業
研
修
に
も

利
用
し
、
山
全
体
を
人
材
育
成
の
場

と
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

３
．
考
察
　

　
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
が
人
口
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
え
ば

そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

理
由
と
し
て
は
、
雇
用
や
住
宅
整
備

が
追
い
つ
い
て
い
か
な
い
こ
と
も
あ

る
が
、
事
業
が
成
功
す
る
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
移
住
を
希

望
す
る
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
仕
事

か
、
本
当
に
や
り
た
い
仕
事
な
の
か

に
着
目
す
る
こ
と
が
、
人
を
呼
ぶ
上

で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
た
。

（
１
）
平
成
30
年
11
月
19
日
（
月
）

〜
愛
知
県
大
府
市
〜

１
．『
大
府
市
の
授
業
』
へ
の
取
組
み

　
大
府
市
で
は
、
21
世
紀
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
力
を
育

む
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
I
C
T

を
活
用
し
た
授
業
の
構
築
に
向
け
、

全
国
で
も
一
早
く
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
そ
の
中
の
大
府
市
立
東
山
小
学
校

で
は
、
平
成
22
年
度
よ
り
総
務
省
が

実
施
し
た
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
推
進
事
業
」
の
実
証
校
に
選
定
さ

れ
、
4
年
間
に
渡
り
I
C
T
を
利
活

用
し
た
協
働
学
習
の
実
証
研
究
に
取

り
組
み
、
こ
の
様
子
に
強
く
感
銘
を

受
け
た
当
時
の
市
長
が
、「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
（
未
来
）
で
は
な
く
、
今
す

ぐ
必
要
な
教
育
環
境
だ
」
と
、
平
成

27
〜
28
年
度
に
か
け
て
小
学
校
3
年

生
以
上
の
児
童
生
徒
2
人
に
1
台
の

割
合
と
な
る
3
，
5
8
3
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
は
じ
め
、
大
型
提
示

装
置
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
の

I
C
T
関
連
機
器
を
一
斉
に
整
備
し

た
。

　２
．
実
証
研
究
に
よ
る
効
果
と
留
意
点

〇
画
像
や
動
画
を
活
用
し
た
わ
か
り

や
す
い
授
業
に
よ
り
、
興
味
・
関

心
を
高
め
、
学
習
意
欲
が
向
上

○
児
童
生
徒
の
学
習
の
習
熟
度
に
応

じ
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
、

知
識
・
理
解
の
定
着

○
電
子
黒
板
等
を
用
い
て
発
表
・
話

都留市議
会
行政視察

レポート

し
合
い
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
思

考
力
や
表
現
力
が
向
上

○
教
員
間
の
I
C
T
活
用
事
例
や
教

材
等
の
情
報
共
有
、
授
業
研
究
会

の
実
施
や
外
部
講
師
を
招
い
た
研

修
に
よ
る
指
導
力
の
向
上

○
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
等
を
提

示
す
る
だ
け
で
な
く
、
観
察
・
実

験
等
の
体
験
的
な
学
習
が
必
要

○
I
C
T
を
活
用
し
て
発
音
や
対
話

の
方
法
を
学
習
す
る
だ
け
で
な

く
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
合
わ
せ
て
行
う
こ

と
が
必
要

　

３
．
考
　
察

　
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
を
取
り

入
れ
る
上
で
、
本
市
に
お
け
る
一
番

の
課
題
は
予
算
の
確
保
で
あ
ろ
う
。

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
国
か
ら
の
助

成
金
や
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
都
留

市
学
校
I
C
T
援
助
金
（
仮
称
）
を

新
設
す
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

　
事
前
に
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育

現
場
で
の
問
題
点
や
課
題
な
ど
を
確

認
し
、
教
員
の
意
見
を
よ
く
聞
い
た

う
え
で
、
導
入
に
向
け
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
の
社
会
は
、
A
I
な
ど

I
C
T
化
が
進
み
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
も
変
化
し
て
い
く
中
で
、
本
市

の
子
ど
も
た
ち
が
周
囲
と
の
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
平
成
30
年
11
月
20
日
（
火
）

〜
愛
知
県
犬
山
市
〜

1
．
犬
山
市
議
会
の
議
会
改
革
の

　
　
取
組
み

　
犬
山
市
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成

29
年
5
月
、
議
長
に
ア
メ
リ
カ
生
ま

れ
の
ビ
ア
ン
キ
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
議
員

が
就
任
し
、
デ
ー
タ
は
な
い
が
恐
ら

く
初
の
外
国
出
身
の
市
議
会
議
長
と

な
っ
た
。
ま
た
、
ビ
ア
ン
キ
議
長
が

就
任
し
て
か
ら
、「
前
例
よ
り
前
進
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
米
国
の
例
を
も
と

に
、
市
民
参
加
の
場
と
し
て
「
市
民

フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
」
を
実
施
す

る
な
ど
、
犬
山
市
議
会
の
議
会
改
革

は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

２
．
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
の

概
要
と
課
題

　
こ
れ
は
、
市
民
が
議
会
に
対
し
て

市
政
へ
の
意
見
、要
望
を
5
分
間
（
発

言
者
7
名
ま
で
）、
発
言
で
き
る
制

度
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て
、
発
言
者

は
議
場
で
登
壇
し
、
議
員
の
前
で
発

言
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
の
成
果
と
し
て
、
発
言

内
容
に
も
よ
る
が
、
議
会
と
し
て
市

へ
申
し
入
れ
を
行
い
、
事
業
の
見
直

し
等
に
つ
い
て
市
か
ら
回
答
を
も
ら

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
応
募
者
に
偏
り

が
あ
り
、
女
性
や
若
者
が
少
な
い
こ

と
で
あ
る
。
改
善
策
と
し
て
、
女
性

や
若
者
を
対
象
と
し
た
フ
リ
ー
ス

ピ
ー
チ
制
度
の
開
催
も
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　３
．
考
　
察

　
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
議
員
も

様
々
な
案
件
に
対
し
て
の
説
明
能
力

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
議
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
と
な
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
議
会
改
革
に
も
繋
が
っ
て
い
く

と
考
え
る
。
　
　

　
ま
だ
実
施
回
数
も
少
な
く
、
市
民

の
反
応
も
細
部
ま
で
未
検
証
で
あ
る

が
、
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
で
提
案
さ
れ

た
も
の
が
実
現
さ
れ
れ
ば
定
着
し
て

い
き
、
提
案
課
題
を
各
議
員
が
討
論

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
議
会
の
活
性

化
に
は
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●総務産業建設常任委員会

●社会厚生常任委員会

●
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
社
会
厚
生
常
任
委
員
会

～常任委員会　行政視察研修～～常任委員会　行政視察研修～

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

I
C
T
を
活
用
し
た

「
大
府
市
の
授
業
」の

構
築

議
会
改
革「
市
民
フ
リ
ー

ス
ピ
ー
チ
制
度
」

市民フリースピーチ制度の発言の場である犬山市の議場にて

大府市立北山小学校でのICTを活用した授業

（株）いろどりでの研修。葉っぱを中心とした地域資源を軸
に地域ビジネスを展開している。
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12月定例会

市
政
を
問
う

　　小林　健太　議員　　　　　　　　　　　　　　　7ページ
（1）都留市立病院の展望に関して　　（2）耕作放棄地の解消に関して
（3）青少年の自然体験に関して

2

　　藤江　喜美子　議員　　　　　　　　　　　　　11ページ
（1）市民の健康増進に向けた取り組みについて

6

　　鈴木　孝昌　議員　　　　　　　　　　　　　  　 9ページ
（1）上谷交番移転に伴う本市の対応について

4

　　小俣　義之　議員　　　　　　　　　　　　  　　 8ページ
（1）認知症高齢者への支援について
（2）高齢者の居場所づくりについて

3

　　板倉　保秋　議員　　　　　　　　　　　　　　 12ページ
（1）市内小学校・中学校のトイレ施設洋式化とトイレ床の乾式化について
（2）セーフコミュニティについて　（3）国民健康保険税の負担軽減について
（4）奨学金制度の充実と拡充について

7

　　山本　美正　議員　　　　　　　　　　　　　　   6ページ
（1）空き家対策について

1

　　谷垣　喜一　議員　　　　　　　　　　　　　　 13ページ
（1）幼児教育の無償化について　　（2）タイムラインについて
（3）地域公共交通について

8

　　藤本　明久　議員　　　　　　　　　　　　　　 10ページ
（1）都留市の農業振興施策について

5

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

12
月
定
例
会
で
は
８
人
の
議
員
が
、
市
の
一
般
事

務
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
伝

え
し
ま
す
。

全
文
記
録
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
立
図
書
館
及
び

都
留
文
科
大
学
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
第
６
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画
「
中
期
基
本
計
画
」
の
策
定

　
　「
第
6
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画
終
了
年
次
に
3
万
人
の

人
口
を
維
持
す
る
」
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
条
件
が
必
要
な
の
か
を
共
有
・
把
握
し
、
そ
の
上

で
必
要
な
具
体
的
手
立
て
と
し
て
実
行
性
の
高
い
中
期
基
本

計
画
と
な
る
よ
う
、
11
月
に
設
置
し
た
「
都
留
市
長
期
総
合

計
画
審
議
会
」
で
協
議
を
進
め
て
い
き
、
年
度
内
の
策
定
を

目
指
し
ま
す
。

○
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事
業

　
　
10
月
に
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
の

交
付
金
チ
ー
ム
や
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
支
援
チ
ー
ム
が
視

察
の
た
め
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
　
本
市
の
こ
の
事
業
に
対
す
る
取
り
組
み
方
や
考
え
方
は
、

先
行
事
例
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
下
谷
の
単

独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
国
と
し

て
も
全
面
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
い
う
力
強
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
こ
の
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
12
月
よ
り
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
へ
の
改
修
工
事
が
着
手
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
夏
の
完
成
に
向
け
た
準
備
が
加
速
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

　
　
9
月
に
設
立
し
た
、
都
留
市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
に
お
い
て
6
つ
の
「
重
点
課
題
」
を
決
定
し
、
10
月

に
は
こ
の
課
題
ご
と
に
、「
防
災
・
減
災
対
策
委
員
会
」、「
交

通
安
全
対
策
委
員
会
」、「
防
犯
対
策
委
員
会
」、「
高
齢
者
の

安
全
対
策
委
員
会
」、「
親
と
子
の
安
全
対
策
委
員
会
」、「
心

の
健
康
対
策
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
11
月
に
は
、
こ
れ
ら

の
対
策
委
員
会
の
情
報
収
集
や
評
価
・
分
析
を
行
う
「
都
留

市
外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
認

証
を
受
け
る
上
で
必
要
な
組
織
が
す
べ
て
整
い
、
本
格
的
に

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

○
西
桂
町
と
の
公
共
施
設
の
相
互
利
用

　
　
本
市
と
西
桂
町
に
お
い
て
、「
公
共
施
設
の
相
互
利
用
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、11
月
1
日
か
ら
西
桂
町
所
有
の
三
ッ

峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
施
設
、
コ
テ
ー
ジ
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
及
び
フ
ッ
ト
サ
ル
場
な
ど
9
施
設
を
西
桂
町
民
と
同

じ
条
件
、
同
じ
料
金
で
都
留
市
民
も
利
用
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
併
せ
て
、
西
桂
町
の
皆
様
に
は
、
本
市
の
健
康
ジ
ム
や
芭

蕉
月
待
ち
の
湯
な
ど
、
11
施
設
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

○
市
内
の
７
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
　
連
携
事
項
は
、「
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
」、「
未
来

を
担
う
子
ど
も
の
健
全
育
成
」、「
本
市
の
魅
力
の
発
信
」、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」、「
災
害
対
策
」、「
人
口
減
少

対
策
」、
そ
し
て
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
」
及
び
「
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
と
し
、
市

内
の
７
郵
便
局
を
活
用
し
た
、
市
の
お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
等
の
広
報
、
ま
た
、
圏
域
と
な
る
南
関
東
支
社
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
と
移
住
先
と
し
て
の
情
報

発
信
、
地
域
の
見
守
り
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
連
携

が
で
き
る
も
の
で
す
。

○
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

　
　
政
府
に
よ
り
一
年
限
り
で
新
設
さ
れ
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・

冷
房
設
備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
」
に
よ
る
内
示
を
受
け
、

来
年
度
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
設
置
が
完
了
で
き
る
よ

う
、
各
学
校
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
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12月定例会

市
政
を
問
う

　　小林　健太　議員　　　　　　　　　　　　　　　7ページ
（1）都留市立病院の展望に関して　　（2）耕作放棄地の解消に関して
（3）青少年の自然体験に関して

2

　　藤江　喜美子　議員　　　　　　　　　　　　　11ページ
（1）市民の健康増進に向けた取り組みについて

6

　　鈴木　孝昌　議員　　　　　　　　　　　　　  　 9ページ
（1）上谷交番移転に伴う本市の対応について

4

　　小俣　義之　議員　　　　　　　　　　　　  　　 8ページ
（1）認知症高齢者への支援について
（2）高齢者の居場所づくりについて

3

　　板倉　保秋　議員　　　　　　　　　　　　　　 12ページ
（1）市内小学校・中学校のトイレ施設洋式化とトイレ床の乾式化について
（2）セーフコミュニティについて　（3）国民健康保険税の負担軽減について
（4）奨学金制度の充実と拡充について

7

　　山本　美正　議員　　　　　　　　　　　　　　   6ページ
（1）空き家対策について

1

　　谷垣　喜一　議員　　　　　　　　　　　　　　 13ページ
（1）幼児教育の無償化について　　（2）タイムラインについて
（3）地域公共交通について

8

　　藤本　明久　議員　　　　　　　　　　　　　　 10ページ
（1）都留市の農業振興施策について

5

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

12
月
定
例
会
で
は
８
人
の
議
員
が
、
市
の
一
般
事

務
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
伝

え
し
ま
す
。

全
文
記
録
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
立
図
書
館
及
び

都
留
文
科
大
学
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
第
６
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画
「
中
期
基
本
計
画
」
の
策
定

　
　「
第
6
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画
終
了
年
次
に
3
万
人
の

人
口
を
維
持
す
る
」
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
条
件
が
必
要
な
の
か
を
共
有
・
把
握
し
、
そ
の
上

で
必
要
な
具
体
的
手
立
て
と
し
て
実
行
性
の
高
い
中
期
基
本

計
画
と
な
る
よ
う
、
11
月
に
設
置
し
た
「
都
留
市
長
期
総
合

計
画
審
議
会
」
で
協
議
を
進
め
て
い
き
、
年
度
内
の
策
定
を

目
指
し
ま
す
。

○
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事
業

　
　
10
月
に
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
の

交
付
金
チ
ー
ム
や
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
支
援
チ
ー
ム
が
視

察
の
た
め
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
　
本
市
の
こ
の
事
業
に
対
す
る
取
り
組
み
方
や
考
え
方
は
、

先
行
事
例
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
下
谷
の
単

独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
国
と
し

て
も
全
面
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
い
う
力
強
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
こ
の
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
12
月
よ
り
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
へ
の
改
修
工
事
が
着
手
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
夏
の
完
成
に
向
け
た
準
備
が
加
速
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

　
　
9
月
に
設
立
し
た
、
都
留
市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
に
お
い
て
6
つ
の
「
重
点
課
題
」
を
決
定
し
、
10
月

に
は
こ
の
課
題
ご
と
に
、「
防
災
・
減
災
対
策
委
員
会
」、「
交

通
安
全
対
策
委
員
会
」、「
防
犯
対
策
委
員
会
」、「
高
齢
者
の

安
全
対
策
委
員
会
」、「
親
と
子
の
安
全
対
策
委
員
会
」、「
心

の
健
康
対
策
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
11
月
に
は
、
こ
れ
ら

の
対
策
委
員
会
の
情
報
収
集
や
評
価
・
分
析
を
行
う
「
都
留

市
外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
認

証
を
受
け
る
上
で
必
要
な
組
織
が
す
べ
て
整
い
、
本
格
的
に

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

○
西
桂
町
と
の
公
共
施
設
の
相
互
利
用

　
　
本
市
と
西
桂
町
に
お
い
て
、「
公
共
施
設
の
相
互
利
用
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、11
月
1
日
か
ら
西
桂
町
所
有
の
三
ッ

峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
施
設
、
コ
テ
ー
ジ
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
及
び
フ
ッ
ト
サ
ル
場
な
ど
9
施
設
を
西
桂
町
民
と
同

じ
条
件
、
同
じ
料
金
で
都
留
市
民
も
利
用
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
併
せ
て
、
西
桂
町
の
皆
様
に
は
、
本
市
の
健
康
ジ
ム
や
芭

蕉
月
待
ち
の
湯
な
ど
、
11
施
設
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

○
市
内
の
７
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
　
連
携
事
項
は
、「
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
」、「
未
来

を
担
う
子
ど
も
の
健
全
育
成
」、「
本
市
の
魅
力
の
発
信
」、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」、「
災
害
対
策
」、「
人
口
減
少

対
策
」、
そ
し
て
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
」
及
び
「
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
と
し
、
市

内
の
７
郵
便
局
を
活
用
し
た
、
市
の
お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
等
の
広
報
、
ま
た
、
圏
域
と
な
る
南
関
東
支
社
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
と
移
住
先
と
し
て
の
情
報

発
信
、
地
域
の
見
守
り
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
連
携

が
で
き
る
も
の
で
す
。

○
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

　
　
政
府
に
よ
り
一
年
限
り
で
新
設
さ
れ
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・

冷
房
設
備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
」
に
よ
る
内
示
を
受
け
、

来
年
度
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
設
置
が
完
了
で
き
る
よ

う
、
各
学
校
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
12
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

都留市セーフコミュニティ啓発マーク



つる市議会だより　67　つる市議会だより

一 般 質 問
市政を問う！

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
と
は
。

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

空
家
等
が
防
災
、
衛
生
、
景
観
等

の
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
生
活
の
保

全
を
図
り
、
併
せ
て
空
家
等
の
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
空
家
等
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
公
共
の

福
祉
の
増
進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
26
年
に
公

布
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。

「
特
定
空
家
等
」
の
定
義
は
。
ま

た
、
そ
の
選
定
方
法
は
。

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等

著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
状
態
、
又
は
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損

な
っ
て
い
る
状
態
、
そ
の
他
周
辺
の

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
放

置
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態

と
認
め
ら
れ
る
空
家
等
（
※
）
と
定

義
さ
れ
る
。

　
そ
の
選
定
方
法
は
、
市
職
員
に
よ

る
外
観
調
査
及
び
所
有
者
調
査
や
空

家
等
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
た

め
の
情
報
提
供
及
び
助
言
を
実
施
し
、

改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
管
理
不
全

空
家
等
に
つ
い
て
は
、
建
築
士
等
に

よ
る
立
入
調
査
を
実
施
す
る
。
そ
の

後
、
調
査
等
の
結
果
や
所
有
者
等
の

対
応
状
況
等
を
把
握
し
た
う
え
で
、

庁
内
組
織
で
あ
る
「
特
定
空
家
等
対

策
委
員
会
」
と
有
識
者
組
織
で
あ
る

「
特
定
空
家
等
対
策
審
議
会
」
で
の
審

議
を
経
て
市
長
が
特
定
空
家
等
に
認

定
す
る
。

※
空
家
等

　
建
築
物
又
は
こ
れ
に
付
属
す
る
工
作
物

で
あ
っ
て
、
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も

の
及
び
立
木
そ
の
他
の
土
地
に
定
着
す

る
物
を
含
む
そ
の
敷
地
の
こ
と

所
有
者
が
い
る
場
合
は
ど
う
な

る
か
。

特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き

必
要
な
措
置
を
自
ら
行
う
よ
う

指
導
す
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
勧
告

を
行
い
、
な
お
改
善
が
見
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
必
要
な
措
置
を
命
じ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
命
令
さ
れ
た
措
置
の

履
行
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の
不
履
行
を

放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反

す
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
行
政
代

執
行
法
に
よ
り
、
家
屋
の
撤
去
等
の

行
政
代
執
行
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
、
行
政
代
執
行
に
要
し
た
費
用
は
、

措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
か
ら
徴
収
す

る
こ
と
に
な
る
。

略
式
代
執
行
が
で
き
る
条
件
は
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
老
朽
化

し
た
建
物
が
倒
壊
す
る
な
ど
の

危
険
が
切
迫
し
、
地
域
住
民
や
接
道

道
路
の
通
行
人
の
生
命
、
身
体
、
財

産
に
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の

あ
る
状
態
の
空
家
等
で
あ
っ
て
、
過

失
が
な
く
て
そ
れ
ら
の
危
険
を
回
避

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
命
じ
る

べ
き
所
有
者
等
を
確
知
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
、
市
の
負
担
に
お
い

て
そ
の
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。

山本　美正 議員

問答問答

問答問答

耕
作
放
棄
地
の

解
消
は

青
少
年
の
自
然
体
験

に
関
し
て

都
留
市
立
病
院
の
経
営
は
過
去
複

数
年
に
渡
り
、
単
年
度
収
支
は
2

億
3
5
0
0
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。
過
去
と
同
様
の
予
算
組
が
来
年
度

行
わ
れ
る
と
、
基
金
を
含
め
て
も
累
積

赤
字
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
次
年
度

の
予
算
を
組
む
前
に
計
画
と
見
込
み
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
黒
字
化
を
し
て
い

く
か
提
言
を
組
み
込
み
な
が
ら
問
う
。

・
初
期
は
ロ
ー
リ
ス
ク
分
娩
で

年
間
2
0
0
件
を
目
標
、
将

来
は
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
も
含
む
年

間
3
0
0
件
を
目
標
。

・
病
床
利
用
率
は
70
％
を
目
標
に
す

る
。
分
娩
再
開
に
加
え
、
眼
科
や

泌
尿
器
科
な
ど
も
常
勤
体
制
を
目

指
す
。

・
連
携
で
き
る
一
次
医
療
機
関
の
拡

充
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

・
民
間
病
院
で
経
営
改
善
の
実
績
が

あ
る
特
定
任
期
付
職
員
を
採
用

し
、
市
民
と
の
信
頼
や
地
域
医

療
、
福
祉
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る

取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
を
問
題
と
し
て
捉

え
が
ち
で
は
あ
る
が
、
考
え
方

の
角
度
を
変
え
れ
ば
、
収
益
化
で
き

る
財
産
と
な
り
え
る
。
有
効
活
用
し

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
は
。

市
内
全
農
地
8
2
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
4
7
7
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
荒
廃
農
地
で
は
あ
る
が
、
本
市
で

は
高
収
益
作
物
導
入
事
業
は
順
調
に

作
付
け
さ
れ
、
郡
内
地
域
で
の
本
格

的
な
果
樹
栽
培
の
導
入
の
可
能
性
が

高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
県
か
ら
も
支

援
と
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
農
業
の
担
い
手
育
成
や
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
生
産
整

備
も
進
め
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し

て
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た

国
や
県
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
そ
の

要
件
に
適
合
し
た
場
合
に
は
、
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
る
。

提
言
：
耕
作
放
棄
地
＝
農
業
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
と
考
え
、
例
え
ば
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
下
で
農
業
を
行
う
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
検
討
す
る
の
も
一

つ
。
引
き
続
き
、
耕
作
放
棄
地
を
有
効

活
用
し
て
い
け
る
よ
う
な
手
法
と
そ
れ

ら
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。

青
少
年
の
自
然
体
験
は
田
舎
で
受

け
る
教
育
と
し
て
強
み
に
な
る
と

考
え
ら
れ
、
都
市
部
と
の
差
別
化
や
都

市
部
と
の
連
携
・
交
流
を
す
る
機
会
と

な
る
。
本
市
の
主
な
自
然
体
験
施
策

は
。

青
少
年
向
け
の
主
な
自
然
体
験

活
動
で
あ
る
「
の
び
の
び
興
譲

館
」
の
「
自
然
塾
」
で
は
、
泥
田
ん

ぼ
や
ド
ラ
ム
缶
風
呂
、
川
遊
び
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
特
徴
あ
る
も
の
と

し
て
は
、
災
害
時
に
電
気
が
使
用
で

き
な
い
状
況
で
も
行
動
で
き
る
よ
う

に
、
目
を
暗
闇
に
慣
ら
し
な
が
ら
歩

く
「
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」
や
、
ナ
イ
フ

を
使
っ
て
箸
を
作
り
、
斧
を
使
っ
て

薪
を
割
り
、
な
た
を
使
っ
て
の
枝
打

ち
等
、
刃
物
を
使
っ
た
体
験
も
行
っ

て
い
る
。

提
言
：
都
市
部
か
ら
来
る
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
、
そ
の
よ
う

な
場
所
と
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事

業
を
連
携
さ
せ
る
な
ど
、
複
合
的
な
本

市
の
生
活
環
境
の
整
備
を
お
願
い
す

る
。

小林　健太 議員

答 問

問答

問答

過
日
、本
県
で
は
初
と
な
る
略
式
代
執
行
に
よ
る
、特
定
空
き
家
の

解
体
撤
去
が
始
ま
っ
た
。そ
こ
で
、本
市
の
空
き
家
に
つ
い
て
問
う

都
留
市
立
病
院
の
展
望
は

一 般 質 問
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一 般 質 問
市政を問う！

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
と
は
。

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

空
家
等
が
防
災
、
衛
生
、
景
観
等

の
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
生
活
の
保

全
を
図
り
、
併
せ
て
空
家
等
の
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
空
家
等
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
公
共
の

福
祉
の
増
進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
26
年
に
公

布
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。

「
特
定
空
家
等
」
の
定
義
は
。
ま

た
、
そ
の
選
定
方
法
は
。

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等

著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
状
態
、
又
は
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損

な
っ
て
い
る
状
態
、
そ
の
他
周
辺
の

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
放

置
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態

と
認
め
ら
れ
る
空
家
等
（
※
）
と
定

義
さ
れ
る
。

　
そ
の
選
定
方
法
は
、
市
職
員
に
よ

る
外
観
調
査
及
び
所
有
者
調
査
や
空

家
等
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
た

め
の
情
報
提
供
及
び
助
言
を
実
施
し
、

改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
管
理
不
全

空
家
等
に
つ
い
て
は
、
建
築
士
等
に

よ
る
立
入
調
査
を
実
施
す
る
。
そ
の

後
、
調
査
等
の
結
果
や
所
有
者
等
の

対
応
状
況
等
を
把
握
し
た
う
え
で
、

庁
内
組
織
で
あ
る
「
特
定
空
家
等
対

策
委
員
会
」
と
有
識
者
組
織
で
あ
る

「
特
定
空
家
等
対
策
審
議
会
」
で
の
審

議
を
経
て
市
長
が
特
定
空
家
等
に
認

定
す
る
。

※
空
家
等

　
建
築
物
又
は
こ
れ
に
付
属
す
る
工
作
物

で
あ
っ
て
、
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も

の
及
び
立
木
そ
の
他
の
土
地
に
定
着
す

る
物
を
含
む
そ
の
敷
地
の
こ
と

所
有
者
が
い
る
場
合
は
ど
う
な

る
か
。

特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き

必
要
な
措
置
を
自
ら
行
う
よ
う

指
導
す
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
勧
告

を
行
い
、
な
お
改
善
が
見
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
必
要
な
措
置
を
命
じ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
命
令
さ
れ
た
措
置
の

履
行
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の
不
履
行
を

放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反

す
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
行
政
代

執
行
法
に
よ
り
、
家
屋
の
撤
去
等
の

行
政
代
執
行
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
、
行
政
代
執
行
に
要
し
た
費
用
は
、

措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
か
ら
徴
収
す

る
こ
と
に
な
る
。

略
式
代
執
行
が
で
き
る
条
件
は
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
老
朽
化

し
た
建
物
が
倒
壊
す
る
な
ど
の

危
険
が
切
迫
し
、
地
域
住
民
や
接
道

道
路
の
通
行
人
の
生
命
、
身
体
、
財

産
に
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の

あ
る
状
態
の
空
家
等
で
あ
っ
て
、
過

失
が
な
く
て
そ
れ
ら
の
危
険
を
回
避

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
命
じ
る

べ
き
所
有
者
等
を
確
知
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
、
市
の
負
担
に
お
い

て
そ
の
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。

山本　美正 議員

問答問答

問答問答

耕
作
放
棄
地
の

解
消
は

青
少
年
の
自
然
体
験

に
関
し
て

都
留
市
立
病
院
の
経
営
は
過
去
複

数
年
に
渡
り
、
単
年
度
収
支
は
2

億
3
5
0
0
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。
過
去
と
同
様
の
予
算
組
が
来
年
度

行
わ
れ
る
と
、
基
金
を
含
め
て
も
累
積

赤
字
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
次
年
度

の
予
算
を
組
む
前
に
計
画
と
見
込
み
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
黒
字
化
を
し
て
い

く
か
提
言
を
組
み
込
み
な
が
ら
問
う
。

・
初
期
は
ロ
ー
リ
ス
ク
分
娩
で

年
間
2
0
0
件
を
目
標
、
将

来
は
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
も
含
む
年

間
3
0
0
件
を
目
標
。

・
病
床
利
用
率
は
70
％
を
目
標
に
す

る
。
分
娩
再
開
に
加
え
、
眼
科
や

泌
尿
器
科
な
ど
も
常
勤
体
制
を
目

指
す
。

・
連
携
で
き
る
一
次
医
療
機
関
の
拡

充
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

・
民
間
病
院
で
経
営
改
善
の
実
績
が

あ
る
特
定
任
期
付
職
員
を
採
用

し
、
市
民
と
の
信
頼
や
地
域
医

療
、
福
祉
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る

取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
を
問
題
と
し
て
捉

え
が
ち
で
は
あ
る
が
、
考
え
方

の
角
度
を
変
え
れ
ば
、
収
益
化
で
き

る
財
産
と
な
り
え
る
。
有
効
活
用
し

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
は
。

市
内
全
農
地
8
2
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
4
7
7
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
荒
廃
農
地
で
は
あ
る
が
、
本
市
で

は
高
収
益
作
物
導
入
事
業
は
順
調
に

作
付
け
さ
れ
、
郡
内
地
域
で
の
本
格

的
な
果
樹
栽
培
の
導
入
の
可
能
性
が

高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
県
か
ら
も
支

援
と
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
農
業
の
担
い
手
育
成
や
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
生
産
整

備
も
進
め
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し

て
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た

国
や
県
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
そ
の

要
件
に
適
合
し
た
場
合
に
は
、
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
る
。

提
言
：
耕
作
放
棄
地
＝
農
業
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
と
考
え
、
例
え
ば
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
下
で
農
業
を
行
う
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
検
討
す
る
の
も
一

つ
。
引
き
続
き
、
耕
作
放
棄
地
を
有
効

活
用
し
て
い
け
る
よ
う
な
手
法
と
そ
れ

ら
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。

青
少
年
の
自
然
体
験
は
田
舎
で
受

け
る
教
育
と
し
て
強
み
に
な
る
と

考
え
ら
れ
、
都
市
部
と
の
差
別
化
や
都

市
部
と
の
連
携
・
交
流
を
す
る
機
会
と

な
る
。
本
市
の
主
な
自
然
体
験
施
策

は
。

青
少
年
向
け
の
主
な
自
然
体
験

活
動
で
あ
る
「
の
び
の
び
興
譲

館
」
の
「
自
然
塾
」
で
は
、
泥
田
ん

ぼ
や
ド
ラ
ム
缶
風
呂
、
川
遊
び
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
特
徴
あ
る
も
の
と

し
て
は
、
災
害
時
に
電
気
が
使
用
で

き
な
い
状
況
で
も
行
動
で
き
る
よ
う

に
、
目
を
暗
闇
に
慣
ら
し
な
が
ら
歩

く
「
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」
や
、
ナ
イ
フ

を
使
っ
て
箸
を
作
り
、
斧
を
使
っ
て

薪
を
割
り
、
な
た
を
使
っ
て
の
枝
打

ち
等
、
刃
物
を
使
っ
た
体
験
も
行
っ

て
い
る
。

提
言
：
都
市
部
か
ら
来
る
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
、
そ
の
よ
う

な
場
所
と
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事

業
を
連
携
さ
せ
る
な
ど
、
複
合
的
な
本

市
の
生
活
環
境
の
整
備
を
お
願
い
す

る
。

小林　健太 議員

答 問

問答

問答

過
日
、本
県
で
は
初
と
な
る
略
式
代
執
行
に
よ
る
、特
定
空
き
家
の

解
体
撤
去
が
始
ま
っ
た
。そ
こ
で
、本
市
の
空
き
家
に
つ
い
て
問
う

都
留
市
立
病
院
の
展
望
は

一 般 質 問
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市政を問う！ 一 般 質 問

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

周
知
活
動
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

認
知
症
の
特
集
や
認
知
症
カ
フ
ェ

の
情
報
を
広
報
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

実
施
、
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
の
普
及
等
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
民
生
委
員
や
介

護
事
業
所
等
の
職
員
を
対
象
と
し
た
認

知
症
の
講
座
を
開
催
し
、
支
援
者
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
近
年
の
認
知
症
に
関
す
る
相

談
内
容
は
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
年
６
月
に
保
健

師
が
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
の
資
格

を
取
得
し
、
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
認
知
症
の
方
や

家
族
、
支
援
者
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟

な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

保
健
師
が
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師
の
資
格
を
取
得
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
資

格
な
の
か
。
ま
た
、
そ
の
役
割
は
。

こ
の
資
格
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
一
定
の
知
識
と
経
験
を
積
ん

だ
看
護
師
な
ど
が
、
看
護
大
学
な
ど

の
教
育
機
関
で
、
専
門
機
関
の
指
定

す
る
教
科
に
よ
り
認
知
症
に
つ
い
て

さ
ら
に
深
く
学
び
、
こ
れ
ら
の
課
程

を
修
了
し
、
試
験
に
合
格
し
た
者
の

み
に
与
え
ら
れ
る
。

　
役
割
と
し
て
は
、
認
知
症
に
対
す

る
高
い
水
準
の
看
護
の
実
践
と
と
も

に
、
看
護
や
介
護
の
人
材
育
成
を
も

行
う
も
の
と
さ
れ
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
認
知
症
の

看
護
や
、
介
護
事
業
者
等
へ
の
よ
り

専
門
的
な
相
談
支
援
を
行
う
な
ど
、

更
な
る
認
知
症
ケ
ア
の
質
の
向
上
が

図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

居
場
所
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
る
か
。

居
場
所
づ
く
り
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
広
報
に
高
齢
者
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
毎
月
居
場
所
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
と

と
も
に
、　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
「
都
留
の
イ

マ
ド
キ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
居
場
所
特

集
を
放
映
す
る
な
ど
、
市
民
へ
の
周

知
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
よ
っ
て

居
場
所
の
設
置
状
況
に
差
が
あ
り
、

居
場
所
の
認
知
も
全
地
区
に
及
ん
で

い
な
い
こ
と
か
ら
、
来
年
度
は
各
地

域
で
保
健
師
を
中
心
と
し
て
健
康
教

室
を
開
催
し
、
歩
い
て
気
軽
に
参
加

で
き
る
場
と
し
て
の
居
場
所
の
大
切

さ
を
伝
え
、
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
。

居
場
所
を
継
続
し
て
い
く
た
め

の
支
援
は
し
て
い
る
か
。

課
題
を
解
決
す
る
場
と
し
て
の

情
報
交
換
会
を
定
期
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
相
談
支
援
を
強
化

す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
や
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
運
営
を
担
う

人
材
育
成
な
ど
を
行
い
、
市
内
各
地

域
に
「
歩
い
て
行
け
る
居
場
所
」
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

小俣　義之 議員

答

問問 答

問答

上
谷
交
番
移
転
の
経
過
は
。

平
成
19
年
4
月
1
日
に
都
留
警
察

署
が
大
月
警
察
署
へ
統
合
さ
れ
て

以
来
、
警
察
署
の
誘
致
及
び
、
都
留
文

科
大
学
な
ど
多
く
の
学
生
が
居
住
、
生

活
す
る
田
原
地
域
へ
の
交
番
の
設
置
を

山
梨
県
警
に
強
く
要
望
し
て
き
た
。

　
今
回
、
山
梨
県
警
か
ら
新
た
な
交
番

を
増
設
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
が
、
昨
今
の
犯
罪
件
数
及
び
都
留
文

科
大
学
前
駅
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
人

口
の
動
向
等
を
勘
案
し
、
田
原
地
域
へ

の
交
番
の
設
置
は
上
谷
交
番
を
移
設
す

る
か
た
ち
で
実
施
す
る
と
回
答
が
あ

り
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

都
留
文
科
大
学
前
駅
隣
の
市
有
地
に
移

転
す
る
方
向
で
警
察
と
の
協
議
が
整
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

移
転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

来
年
度
に
新
た
な
交
番
を
山
梨

県
警
が
建
設
し
、
2
0
2
0
年

の
4
月
に
、
業
務
を
開
始
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

移
転
後
の
現
上
谷
交
番
の
利
用

は
。

大
月
警
察
署
と
上
谷
地
域
の
安

全
確
保
等
に
つ
い
て
協
議
し
た

結
果
、「
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

（
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

は
、
広
く
地
域
に
お
け
る
自
主
防
犯

活
動
を
支
援
・
促
進
す
る
場
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、

本
年
度
よ
り
取
り
組
み
を
開
始
し
た

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
も
連
携
し
、

自
主
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
情
報
交

換
や
、
青
パ
ト
駐
留
所
等
の
拠
点
と

し
て
も
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
独
自
の
政
策
と
し
て
、

こ
の
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
警

察
Ｏ
Ｂ
の
方
を
日
中
常
駐
さ
せ
る
こ

と
で
、
よ
り
安
全
安
心
の
確
保
を
図
っ

て
い
く
。

県
内
に
お
け
る
地
域
安
全
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
状
況
は
。

11
警
察
署
管
内
に
14
か
所
の
設

置
が
あ
る
。
富
士
北
麓
・
東
部

地
域
に
お
い
て
は
、
富
士
吉
田
市
と

上
野
原
市
の
2
か
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。今

後
、
上
谷
地
区
の
地
域
安
全

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に

運
営
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
他
市

の
運
営
と
違
い
が
あ
る
か
。

県
内
他
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る

地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
警
察
Ｏ
Ｂ
等
に
よ
る
日
中

の
常
駐
は
な
く
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に

立
ち
寄
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

上
谷
に
予
定
し
て
い
る
地
域
安
全
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
よ
り
安

全
安
心
の
確
保
を
図
る
た
め
、
本
市

独
自
の
政
策
と
し
て
警
察
Ｏ
Ｂ
を
日

中
常
駐
さ
せ
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

当
然
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
警
察
車
両

の
立
ち
寄
り
も
あ
る
た
め
、
現
在
の

交
番
の
機
能
は
維
持
で
き
る
と
考
え

る
。

鈴木　孝昌 議員
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問答問答

問答問答

交流会、脳トレーニング、健康講話などを
行っている「仲良倶楽部」。月1回、宮原自
治会館にて活動。

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
を
問
う

上
谷
交
番
移
転
に
伴
う

本
市
の
対
応
を
問
う

高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て

問
う



つる市議会だより　89　つる市議会だより

市政を問う！ 一 般 質 問

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

周
知
活
動
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

認
知
症
の
特
集
や
認
知
症
カ
フ
ェ

の
情
報
を
広
報
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

実
施
、
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
の
普
及
等
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
民
生
委
員
や
介
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催
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の
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と
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を
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だ
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が
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専
門
機
関
の
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に
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、
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に
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の
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に
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認
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水
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の
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と
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に
、
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を
も
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の
と
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、
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に
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は
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の
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や
、
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事
業
者
等
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の
よ
り

専
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的
な
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支
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を
行
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な
ど
、

更
な
る
認
知
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ケ
ア
の
質
の
向
上
が

図
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も
の
と
期
待
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る
。

居
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に
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ど
の
よ
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け
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を
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、
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の
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が
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で
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、
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化
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や
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運
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を
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、
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各
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を
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に
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で
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今
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で
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に
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の
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の
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上
谷
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が
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有
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の
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現
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の
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上
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、「
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・
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ン
）
と
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る
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と
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・
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と
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と
を
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も
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た
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の
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も
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市
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自
の
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と
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て
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の
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に
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の
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を
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る
こ

と
で
、
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に
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麓
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は
、
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吉
田
市
と

上
野
原
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の
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所
に
設
置
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て
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後
、
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の
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安
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の
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る
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に
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る
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の
確
保
を
図
る
た
め
、
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と
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て
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と
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交流会、脳トレーニング、健康講話などを
行っている「仲良倶楽部」。月1回、宮原自
治会館にて活動。

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
を
問
う

上
谷
交
番
移
転
に
伴
う

本
市
の
対
応
を
問
う

高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て

問
う
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市政を問う！ 一 般 質 問

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
都
留
市
で

も
全
国
で
も
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の

進
行
や
後
継
者
担
い
手
不
足
に
よ
り
、

農
家
数
や
生
産
量
と
も
に
減
少
傾
向
に

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
の
生
活
を
営

む
上
で
一
番
重
要
な
１
次
産
業
は
衰
退

の
一
途
を
た
ど
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

本
市
の
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る

農
地
の
面
積
は
。

本
市
の
農
業
振
興
地
域
の
農
地
の

面
積
は
7
1
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

う
ち
3
8
7
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
農
用

地
区
域
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
約
54
％

で
あ
る
。

相
続
等
で
取
得
し
た
方
が
耕
作
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
と
思

わ
れ
る
が
、
農
振
地
域
の
見
直
し
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

農
地
法
に
規
定
す
る
第
1
種
農
地

な
ど
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
農

振
除
外
の
5
つ
の
要
件
で
あ
る
、
農
用

地
区
域
以
外
に
代
替
え
す
べ
き
土
地
が

な
い
こ
と
や
、
農
用
地
区
域
内
に
お
け

る
農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率

化
、
そ
の
他
の
農
業
上
の
利
用
に
支
障

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と
な
ど
の
条

件
に
よ
り
農
振
地
域
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
く
。

特
に
住
宅
地
に
隣
接
す
る
解
除
可

能
な
農
振
地
域
の
見
直
し
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
が
、
小
形
山
大
原
地
域

の
工
業
団
地
隣
接
の
農
振
の
見
直
し

は
。

要
件
を
満
た
す
農
地
で
あ
れ
ば
農

振
解
除
が
で
き
る
が
、
個
別
の
案

件
と
な
る
の
で
、
そ
の
内
容
に
よ
り
審

査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
の
自
治
体
で
は
、
農
業
で
の
新

規
企
業
誘
致
な
ど
活
発
に
事
業
展

開
を
図
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
で

は
農
業
分
野
で
の
企
業
誘
致
を
ど
う
考

え
る
か
。

雇
用
の
確
保
や
大
規
模
な
企
業
参

入
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
等
、
農
地

の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
積
極
的
に

企
業
誘
致
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
他
市
で
は
、
農
地
の
基
盤
整
備

と
セ
ッ
ト
で
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　
ま
た
、
市
外
企
業
か
ら
の
本
市
に
お

け
る
農
業
参
入
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
企
業
を
活

用
し
た
農
業
振
興
を
進
め
て
い
く
。

道
の
駅
つ
る
の
恩
恵
は
生
産
者
や

多
く
の
市
民
に
還
元
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
市
内
へ
の
波
及
効
果
は
。

農
家
を
は
じ
め
と
し
た
生
産
者
に

お
い
て
は
、所
得
向
上
を
は
じ
め
、

道
の
駅
つ
る
に
出
荷
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
や
、
生
き
甲
斐
・
や
り
が
い
の
創
出

の
場
と
し
て
の
効
果
が
出
て
き
て
い

る
。

　
ま
た
、
飲
食
店
な
ど
の
農
家
以
外
の

他
業
種
の
方
も
、
道
の
駅
つ
る
で
の
販

売
に
よ
る
所
得
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

道
の
駅
つ
る
を
拠
点
と
し
た
市
内
観
光

施
設
へ
の
誘
導
な
ど
の
波
及
効
果
に
よ

り
、
市
内
経
済
の
発
展
、
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
る
。

藤本　明久  議員

問答

問問 答答

問 問答 答

「
い
き
い
き
動
か
し
隊
」
は
、「
運

動
」
や
「
食
」
を
中
心
と
し
た
健

康
づ
く
り
に
参
加
し
、そ
の
成
果
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が

ら
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
実
践
で
き
る

「
健
康
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
か
。こ

の
事
業
は
、「
株
式
会
社
タ
ニ

タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
」
と
業
務
提
携

し
、「
い
き
い
き
動
か
し
隊
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
特
定
健
康
診
査
等
の
結
果
か
ら
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
を
対
象
と

し
て
、
活
動
量
計
や
体
組
成
計
等
を
活

用
し
、
現
状
の
健
康
状
態
を
把
握
し
た

う
え
で
、
日
常
生
活
で
の
歩
行
指
導
や

「
都
留
市
健
康
ジ
ム
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
「
運
動
」
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
や
調
理
実

習
へ
の
参
加
な
ど
「
食
」
を
中
心
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
並
行
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
中
で
、
参
加
者

が
株
式
会
社
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
の

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
活
動
デ
ー
タ
を

送
信
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
消
費
カ
ロ

リ
ー
や
体
脂
肪
率
等
の
各
種
数
値
の
変

化
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
、
気
軽
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
年
度
末
に
は
、
身
体
測
定

会
を
実
施
し
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士

に
よ
る
個
別
保
健
指
導
も
受
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事

業
に
よ
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
へ
の
ポ

イ
ン
ト
も
付
与
さ
れ
る
な
ど
、
事
業
全

般
と
し
て
は
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
実
践
で
き
る
、
健
康
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

「
健
康
ジ
ム
」
は
、
本
来
な
ら
利

用
者
が
徒
歩
で
通
え
る
場
所
へ
の

設
置
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
現
在

の
利
用
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の
展
望

は
。

11
月
末
現
在
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
累
計
利
用
者
数
は
2
万

6
0
0
人
あ
ま
り
で
、
会
員
と
し
て
の

登
録
者
数
は
2
千
5
0
0
人
を
超
え

る
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
ま
ず
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
室
や
講

座
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
当
ジ
ム
の
利

用
者
数
の
増
加
や
新
た
な
会
員
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
を
優
先
す
る
こ
と
と

し
、
他
地
域
へ
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

各
地
域
で
行
わ
れ
る
高
齢
者
の
「
居
場

所
」
へ
の
健
康
ジ
ム
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣

な
ど
に
よ
り
、
誰
も
が
気
軽
に
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。

人
気
が
あ
る
機
器
の
増
設
の
予
定

は
。

機
器
増
加
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は

指
定
管
理
者
と
の
契
約
内
容
や
ジ

ム
エ
リ
ア
内
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
増
設
の
必
要
性
や
機
器
の
種

類
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

藤江　喜美子 議員

問答

問問 答答

都留市健康ジム

本
市
の
農
業
振
興
施
策
を
問
う

市
民
の
健
康
増
進
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
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市政を問う！ 一 般 質 問

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
都
留
市
で

も
全
国
で
も
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の

進
行
や
後
継
者
担
い
手
不
足
に
よ
り
、

農
家
数
や
生
産
量
と
も
に
減
少
傾
向
に

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
の
生
活
を
営

む
上
で
一
番
重
要
な
１
次
産
業
は
衰
退

の
一
途
を
た
ど
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

本
市
の
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る

農
地
の
面
積
は
。

本
市
の
農
業
振
興
地
域
の
農
地
の

面
積
は
7
1
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

う
ち
3
8
7
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
農
用

地
区
域
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
約
54
％

で
あ
る
。

相
続
等
で
取
得
し
た
方
が
耕
作
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
と
思

わ
れ
る
が
、
農
振
地
域
の
見
直
し
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

農
地
法
に
規
定
す
る
第
1
種
農
地

な
ど
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
農

振
除
外
の
5
つ
の
要
件
で
あ
る
、
農
用

地
区
域
以
外
に
代
替
え
す
べ
き
土
地
が

な
い
こ
と
や
、
農
用
地
区
域
内
に
お
け

る
農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率

化
、
そ
の
他
の
農
業
上
の
利
用
に
支
障

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と
な
ど
の
条

件
に
よ
り
農
振
地
域
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
く
。

特
に
住
宅
地
に
隣
接
す
る
解
除
可

能
な
農
振
地
域
の
見
直
し
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
が
、
小
形
山
大
原
地
域

の
工
業
団
地
隣
接
の
農
振
の
見
直
し

は
。

要
件
を
満
た
す
農
地
で
あ
れ
ば
農

振
解
除
が
で
き
る
が
、
個
別
の
案

件
と
な
る
の
で
、
そ
の
内
容
に
よ
り
審

査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
の
自
治
体
で
は
、
農
業
で
の
新

規
企
業
誘
致
な
ど
活
発
に
事
業
展

開
を
図
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
で

は
農
業
分
野
で
の
企
業
誘
致
を
ど
う
考

え
る
か
。

雇
用
の
確
保
や
大
規
模
な
企
業
参

入
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
等
、
農
地

の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
積
極
的
に

企
業
誘
致
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
他
市
で
は
、
農
地
の
基
盤
整
備

と
セ
ッ
ト
で
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　
ま
た
、
市
外
企
業
か
ら
の
本
市
に
お

け
る
農
業
参
入
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
企
業
を
活

用
し
た
農
業
振
興
を
進
め
て
い
く
。

道
の
駅
つ
る
の
恩
恵
は
生
産
者
や

多
く
の
市
民
に
還
元
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
市
内
へ
の
波
及
効
果
は
。

農
家
を
は
じ
め
と
し
た
生
産
者
に

お
い
て
は
、所
得
向
上
を
は
じ
め
、

道
の
駅
つ
る
に
出
荷
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
や
、
生
き
甲
斐
・
や
り
が
い
の
創
出

の
場
と
し
て
の
効
果
が
出
て
き
て
い

る
。

　
ま
た
、
飲
食
店
な
ど
の
農
家
以
外
の

他
業
種
の
方
も
、
道
の
駅
つ
る
で
の
販

売
に
よ
る
所
得
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

道
の
駅
つ
る
を
拠
点
と
し
た
市
内
観
光

施
設
へ
の
誘
導
な
ど
の
波
及
効
果
に
よ

り
、
市
内
経
済
の
発
展
、
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
る
。

藤本　明久  議員

問答

問問 答答

問 問答 答

「
い
き
い
き
動
か
し
隊
」
は
、「
運

動
」
や
「
食
」
を
中
心
と
し
た
健

康
づ
く
り
に
参
加
し
、そ
の
成
果
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が

ら
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
実
践
で
き
る

「
健
康
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
か
。こ

の
事
業
は
、「
株
式
会
社
タ
ニ

タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
」
と
業
務
提
携

し
、「
い
き
い
き
動
か
し
隊
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
特
定
健
康
診
査
等
の
結
果
か
ら
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
を
対
象
と

し
て
、
活
動
量
計
や
体
組
成
計
等
を
活

用
し
、
現
状
の
健
康
状
態
を
把
握
し
た

う
え
で
、
日
常
生
活
で
の
歩
行
指
導
や

「
都
留
市
健
康
ジ
ム
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
「
運
動
」
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
や
調
理
実

習
へ
の
参
加
な
ど
「
食
」
を
中
心
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
並
行
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
中
で
、
参
加
者

が
株
式
会
社
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
の

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
活
動
デ
ー
タ
を

送
信
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
消
費
カ
ロ

リ
ー
や
体
脂
肪
率
等
の
各
種
数
値
の
変

化
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
、
気
軽
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
年
度
末
に
は
、
身
体
測
定

会
を
実
施
し
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士

に
よ
る
個
別
保
健
指
導
も
受
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事

業
に
よ
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
へ
の
ポ

イ
ン
ト
も
付
与
さ
れ
る
な
ど
、
事
業
全

般
と
し
て
は
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
実
践
で
き
る
、
健
康
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

「
健
康
ジ
ム
」
は
、
本
来
な
ら
利

用
者
が
徒
歩
で
通
え
る
場
所
へ
の

設
置
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
現
在

の
利
用
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の
展
望

は
。

11
月
末
現
在
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
累
計
利
用
者
数
は
2
万

6
0
0
人
あ
ま
り
で
、
会
員
と
し
て
の

登
録
者
数
は
2
千
5
0
0
人
を
超
え

る
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
ま
ず
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
室
や
講

座
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
当
ジ
ム
の
利

用
者
数
の
増
加
や
新
た
な
会
員
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
を
優
先
す
る
こ
と
と

し
、
他
地
域
へ
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

各
地
域
で
行
わ
れ
る
高
齢
者
の
「
居
場

所
」
へ
の
健
康
ジ
ム
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣

な
ど
に
よ
り
、
誰
も
が
気
軽
に
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。

人
気
が
あ
る
機
器
の
増
設
の
予
定

は
。

機
器
増
加
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は

指
定
管
理
者
と
の
契
約
内
容
や
ジ

ム
エ
リ
ア
内
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
増
設
の
必
要
性
や
機
器
の
種

類
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

藤江　喜美子 議員

問答

問問 答答

都留市健康ジム

本
市
の
農
業
振
興
施
策
を
問
う

市
民
の
健
康
増
進
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
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市政を問う！ 一 般 質 問

ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
ト
イ
レ
床
の

乾
式
化
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

学
校
の
中
に
は
、
構
造
上
の
理
由

か
ら
便
器
の
洋
式
化
改
修
が
困
難

な
校
舎
も
あ
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
組
織

す
る
「
義
務
教
育
振
興
都
留
市
民
運
動

実
行
委
員
会
」
か
ら
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
床
面
の
湿
式
方
式
か
ら
乾
式
方
式

へ
の
改
修
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
本
市
で
は
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
計
画

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
床
面

の
乾
式
化
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
進
め

て
き
て
い
る
。
今
後
と
も
、
現
在
策
定

を
進
め
て
い
る
学
校
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
に
お
け
る
施
設
の
大
規
模
改
修
な

ど
に
よ
り
順
次
進
め
て
い
く
。

「
危
険
の
発
見
か
ら
問
題
の
解
決

ま
で
」短
い
時
間
で
で
き
る
よ
う
、

多
く
の
団
体
が
有
機
的
に
連
携
・
協
働

で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
だ
ろ
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

9
月
に
は
、
37
団
体
42
名
の
委
員

か
ら
組
織
す
る
「
都
留
市
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
、
10
月
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
認
証

取
得
に
向
け
た
約
2
年
間
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
の
6
つ
の
対
策
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
関
連
し
た
各
種
団
体
や
市
民
の

方
々
が
委
員
と
な
り
、
有
機
的
に
連
携

し
て
活
動
し
て
い
く
。

　
こ
の
1
つ
に
「
交
通
安
全
対
策
委
員

会
」
が
あ
り
、
今
後
、
警
察
や
消
防
な

ど
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
議
論
の
根
拠

と
し
、
こ
の
委
員
会
の
中
で
「
何
が
安

全
で
安
心
に
繋
が
る
対
策
に
な
る
の

か
」「
そ
の
た
め
の
効
果
的
な
取
り
組

み
は
何
か
」
な
ど
、
結
論
を
見
い
だ
し
、

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
を
始

め
と
す
る
団
体
や
市
民
一
人
ひ
と
り
に

呼
び
か
け
、
事
故
や
ケ
ガ
が
減
少
す
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

国
保
は
「
均
等
割
」「
平
等
割
」

の
制
度
的
矛
盾
と
加
入
者
世
帯
の
貧
困

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
市
と
し
て
の
対

応
策
は
。

国
保
に
対
す
る
財
政
支
援
の
拡

充
と
国
保
運
営
の
都
道
府
県
単

位
化
に
よ
り
制
度
の
安
定
化
が
図
ら

れ
、
本
市
で
も
、
国
保
の
財
政
基
盤
の

改
善
が
見
込
ま
れ
、
本
年
度
か
ら
国
保

税
率
の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
も

毎
年
上
昇
し
て
お
り
、
県
へ
納
付
す
る

来
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の

傾
向
が
続
く
と
、
再
び
保
険
税
率
引
き

上
げ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　
制
度
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

に
は
国
保
も
含
め
た
医
療
保
険
制
度
の

一
本
化
が
抜
本
的
な
改
善
で
あ
ろ
う
。

国
保
財
政
の
安
定
化
に
つ
い
て
は
、
国

の
更
な
る
財
政
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
医
療
費
等
に
係
る
国
庫
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
や
、
子
ど
も
に
係

る
均
等
割
額
の
軽
減
措
置
の
導
入
な

ど
、
現
状
を
踏
ま
え
、
県
と
連
携
し
、

制
度
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
国
に
強

く
要
望
し
て
い
く
。

板倉　保秋 議員

・
奨
学
金
制
度
の
充
実
と
拡
充
に

　つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

問問 答

問答
政
府
は
、
3
〜
5
歳
児
の
す
べ
て

の
子
ど
も
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

費
用
を
無
償
化
す
る
と
と
も
に
、
0
〜

2
歳
児
に
つ
い
て
も
低
所
得
世
帯
の
保

育
料
の
無
償
化
を
目
指
す
と
し
て
い
る

が
、
本
市
の
幼
児
教
育
の
無
償
化
の
現

状
は
。

　
　
　

本
市
の
現
状
と
し
て
は
、
保
育
料

は
全
体
平
均
で
国
基
準
額
の
約
6

割
と
な
っ
て
お
り
、
年
間
で
約
1
億
円

程
度
の
軽
減
を
実
施
し
、
3
歳
未
満
児

の
保
育
料
に
つ
い
て
も
一
定
の
所
得
制

限
を
条
件
に
「
都
留
市
第
２
子
以
降
３

歳
未
満
児
保
育
料
無
料
化
事
業
」
に
よ

り
、
約
1
0
0
人
の
子
ど
も
に
対
し
、

年
間
で
2
千
万
円
程
度
の
無
料
化
を
実

施
す
る
な
ど
県
下
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
子
育
て
支
援
を
推
進
し
て
い
る
。

　
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
あ
た
っ
て

は
、
今
後
も
国
と
地
方
の
財
源
負
担
と

併
せ
、
実
施
方
法
、
特
に
幼
児
教
育
・

保
育
の
質
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
、
国

の
動
向
を
注
視
す
る
中
で
、
協
議
検
討

を
進
め
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

 

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
必
要
性
の
周
知

徹
底
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

現
在
、
台
風
や
豪
雨
等
の
被
害
規

模
が
想
定
で
き
る
進
行
性
災
害
等

へ
の
対
策
と
し
て
、
災
害
発
生
前
か
ら

の
行
動
指
針
と
な
る
「
都
留
市
風
水
害

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。

　
こ
の
夏
、
本
市
へ
接
近
し
た
台
風
の

発
生
時
に
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
原

案
に
基
づ
き
時
系
列
で
の
行
動
指
針
を

確
認
す
る
中
で
、
市
民
と
と
も
に
万
全

の
準
備
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、「
都

留
市
防
災
会
議
」
等
に
お
い
て
検
証
を

行
い
、
本
年
度
中
に
は
「
都
留
市
風
水

害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
完
成
さ
せ
る
予

定
で
あ
る
。

　
防
災
活
動
に
お
い
て
は
、
行
政
・
住

民
・
関
係
団
体
等
の
連
携
し
た
取
り
組

み
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
市
広
報

や
防
災
研
修
会
等
を
と
お
し
て
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
内
容
や
必
要
性
の
周
知
・

徹
底
を
図
り
、
さ
ら
に
そ
の
検
証
や
更

新
を
進
め
て
い
く
。

 
よ
り
利
用
し
や
す
い
地
域
公
共
交

通
に
向
け
て
本
市
の
取
り
組
み

は
。

循
環
バ
ス
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
と
も
利
用
者
は
こ
こ
数
年
若

干
の
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
、
高
齢
者
の
方
が
集
ま
る
機
会
を

と
ら
え
「
公
共
交
通
に
望
む
こ
と
」、「
公

共
交
通
に
対
す
る
不
満
」
等
、
市
民
の

声
を
伺
っ
た
。

　
本
年
6
月
に
開
催
し
た
都
留
市
地
域

公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て
は
空
白
地
域
の
解
消
と

し
て
、
新
た
な
停
留
所
の
設
置
に
伴
う

運
行
経
路
の
変
更
を
議
題
と
し
て
挙

げ
、
10
月
よ
り
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
前

年
度
同
月
と
比
べ
利
用
者
は
増
加
し

た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
市
民
の
意
見
を
聞

く
中
で
、
運
行
時
間
・
運
行
経
路
の
見

直
し
等
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
施
策
を
、
地
域
公
共
交
通
会
議
を

通
じ
、
地
域
で
守
り
育
て
る
公
共
交
通

を
基
本
と
し
、
多
様
な
視
点
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

谷垣　喜一 議員

問答

問答

問答 答

幼
児
教
育
の
無
償
化
に

つ
い
て
問
う

小
中
学
校
ト
イ
レ
施
設
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
防
災
行
動
計
画
）を

問
う

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て
問
う

地
域
公
共
交
通
に

つ
い
て
問
う

国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
問
う
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市政を問う！ 一 般 質 問

ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
ト
イ
レ
床
の

乾
式
化
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

学
校
の
中
に
は
、
構
造
上
の
理
由

か
ら
便
器
の
洋
式
化
改
修
が
困
難

な
校
舎
も
あ
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
組
織

す
る
「
義
務
教
育
振
興
都
留
市
民
運
動

実
行
委
員
会
」
か
ら
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
床
面
の
湿
式
方
式
か
ら
乾
式
方
式

へ
の
改
修
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
本
市
で
は
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
計
画

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
床
面

の
乾
式
化
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
進
め

て
き
て
い
る
。
今
後
と
も
、
現
在
策
定

を
進
め
て
い
る
学
校
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
に
お
け
る
施
設
の
大
規
模
改
修
な

ど
に
よ
り
順
次
進
め
て
い
く
。

「
危
険
の
発
見
か
ら
問
題
の
解
決

ま
で
」短
い
時
間
で
で
き
る
よ
う
、

多
く
の
団
体
が
有
機
的
に
連
携
・
協
働

で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
だ
ろ
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

9
月
に
は
、
37
団
体
42
名
の
委
員

か
ら
組
織
す
る
「
都
留
市
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
、
10
月
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
認
証

取
得
に
向
け
た
約
2
年
間
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
の
6
つ
の
対
策
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
関
連
し
た
各
種
団
体
や
市
民
の

方
々
が
委
員
と
な
り
、
有
機
的
に
連
携

し
て
活
動
し
て
い
く
。

　
こ
の
1
つ
に
「
交
通
安
全
対
策
委
員

会
」
が
あ
り
、
今
後
、
警
察
や
消
防
な

ど
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
議
論
の
根
拠

と
し
、
こ
の
委
員
会
の
中
で
「
何
が
安

全
で
安
心
に
繋
が
る
対
策
に
な
る
の

か
」「
そ
の
た
め
の
効
果
的
な
取
り
組

み
は
何
か
」
な
ど
、
結
論
を
見
い
だ
し
、

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
を
始

め
と
す
る
団
体
や
市
民
一
人
ひ
と
り
に

呼
び
か
け
、
事
故
や
ケ
ガ
が
減
少
す
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

国
保
は
「
均
等
割
」「
平
等
割
」

の
制
度
的
矛
盾
と
加
入
者
世
帯
の
貧
困

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
市
と
し
て
の
対

応
策
は
。

国
保
に
対
す
る
財
政
支
援
の
拡

充
と
国
保
運
営
の
都
道
府
県
単

位
化
に
よ
り
制
度
の
安
定
化
が
図
ら

れ
、
本
市
で
も
、
国
保
の
財
政
基
盤
の

改
善
が
見
込
ま
れ
、
本
年
度
か
ら
国
保

税
率
の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
も

毎
年
上
昇
し
て
お
り
、
県
へ
納
付
す
る

来
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の

傾
向
が
続
く
と
、
再
び
保
険
税
率
引
き

上
げ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　
制
度
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

に
は
国
保
も
含
め
た
医
療
保
険
制
度
の

一
本
化
が
抜
本
的
な
改
善
で
あ
ろ
う
。

国
保
財
政
の
安
定
化
に
つ
い
て
は
、
国

の
更
な
る
財
政
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
医
療
費
等
に
係
る
国
庫
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
や
、
子
ど
も
に
係

る
均
等
割
額
の
軽
減
措
置
の
導
入
な

ど
、
現
状
を
踏
ま
え
、
県
と
連
携
し
、

制
度
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
国
に
強

く
要
望
し
て
い
く
。

板倉　保秋 議員

・
奨
学
金
制
度
の
充
実
と
拡
充
に

　つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

問問 答

問答
政
府
は
、
3
〜
5
歳
児
の
す
べ
て

の
子
ど
も
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

費
用
を
無
償
化
す
る
と
と
も
に
、
0
〜

2
歳
児
に
つ
い
て
も
低
所
得
世
帯
の
保

育
料
の
無
償
化
を
目
指
す
と
し
て
い
る

が
、
本
市
の
幼
児
教
育
の
無
償
化
の
現

状
は
。

　
　
　

本
市
の
現
状
と
し
て
は
、
保
育
料

は
全
体
平
均
で
国
基
準
額
の
約
6

割
と
な
っ
て
お
り
、
年
間
で
約
1
億
円

程
度
の
軽
減
を
実
施
し
、
3
歳
未
満
児

の
保
育
料
に
つ
い
て
も
一
定
の
所
得
制

限
を
条
件
に
「
都
留
市
第
２
子
以
降
３

歳
未
満
児
保
育
料
無
料
化
事
業
」
に
よ

り
、
約
1
0
0
人
の
子
ど
も
に
対
し
、

年
間
で
2
千
万
円
程
度
の
無
料
化
を
実

施
す
る
な
ど
県
下
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
子
育
て
支
援
を
推
進
し
て
い
る
。

　
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
あ
た
っ
て

は
、
今
後
も
国
と
地
方
の
財
源
負
担
と

併
せ
、
実
施
方
法
、
特
に
幼
児
教
育
・

保
育
の
質
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
、
国

の
動
向
を
注
視
す
る
中
で
、
協
議
検
討

を
進
め
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

 

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
必
要
性
の
周
知

徹
底
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

現
在
、
台
風
や
豪
雨
等
の
被
害
規

模
が
想
定
で
き
る
進
行
性
災
害
等

へ
の
対
策
と
し
て
、
災
害
発
生
前
か
ら

の
行
動
指
針
と
な
る
「
都
留
市
風
水
害

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。

　
こ
の
夏
、
本
市
へ
接
近
し
た
台
風
の

発
生
時
に
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
原

案
に
基
づ
き
時
系
列
で
の
行
動
指
針
を

確
認
す
る
中
で
、
市
民
と
と
も
に
万
全

の
準
備
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、「
都

留
市
防
災
会
議
」
等
に
お
い
て
検
証
を

行
い
、
本
年
度
中
に
は
「
都
留
市
風
水

害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
完
成
さ
せ
る
予

定
で
あ
る
。

　
防
災
活
動
に
お
い
て
は
、
行
政
・
住

民
・
関
係
団
体
等
の
連
携
し
た
取
り
組

み
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
市
広
報

や
防
災
研
修
会
等
を
と
お
し
て
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
内
容
や
必
要
性
の
周
知
・

徹
底
を
図
り
、
さ
ら
に
そ
の
検
証
や
更

新
を
進
め
て
い
く
。

 

よ
り
利
用
し
や
す
い
地
域
公
共
交

通
に
向
け
て
本
市
の
取
り
組
み

は
。

循
環
バ
ス
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
と
も
利
用
者
は
こ
こ
数
年
若

干
の
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
、
高
齢
者
の
方
が
集
ま
る
機
会
を

と
ら
え
「
公
共
交
通
に
望
む
こ
と
」、「
公

共
交
通
に
対
す
る
不
満
」
等
、
市
民
の

声
を
伺
っ
た
。

　
本
年
6
月
に
開
催
し
た
都
留
市
地
域

公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て
は
空
白
地
域
の
解
消
と

し
て
、
新
た
な
停
留
所
の
設
置
に
伴
う

運
行
経
路
の
変
更
を
議
題
と
し
て
挙

げ
、
10
月
よ
り
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
前

年
度
同
月
と
比
べ
利
用
者
は
増
加
し

た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
市
民
の
意
見
を
聞

く
中
で
、
運
行
時
間
・
運
行
経
路
の
見

直
し
等
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
施
策
を
、
地
域
公
共
交
通
会
議
を

通
じ
、
地
域
で
守
り
育
て
る
公
共
交
通

を
基
本
と
し
、
多
様
な
視
点
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

谷垣　喜一 議員
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問答

問答 答

幼
児
教
育
の
無
償
化
に

つ
い
て
問
う

小
中
学
校
ト
イ
レ
施
設
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
防
災
行
動
計
画
）を

問
う

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て
問
う

地
域
公
共
交
通
に

つ
い
て
問
う

国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
問
う
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○は賛成　×は反対　△は議場に不在　欠は欠席　※議長は採決に加わりません。

◆
12
月
6
日

　開
会

　本
会
議

　◎
会
議
録
署
名
議
員

の
指
名

　◎
会
期
の
決
定

　◎
提
出
議
案
の
市
長

説
明
並
び
に
所
信

表
明

　◎
議
案
審
議

　◎
議
案
・
請
願
の

　
　委
員
会
付
託

◆
12
月
17
日

　

　本
会
議

　◎
一
般
質
問

◆
12
月
19
日

　常
任
委
員
会

　
　

　◎
総
務
産
業
建
設

　
　常
任
委
員
会

　◎
社
会
厚
生

　
　常
任
委
員
会

◆
12
月
21
日

　閉
会 

　本
会
議

　

　◎
委
員
長
報
告

　◎
議
案
審
議

　
　
　

12
月
定
例
会

会
期
日
程

各会議等における議員の欠席日数状況報告 （Ｈ30.10月～12月）

小
林

　歳
男

小
俣

　
　武

小
俣

　義
之

国
田

　正
己

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

藤
本

　明
久

藤
江
喜
美
子

板
倉

　保
秋

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

奥
秋

　
　保

天
野

　利
夫

日
向

　美
徳

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

1̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶

1̶̶̶̶1̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 

2̶̶̶̶̶̶̶̶̶1̶̶̶̶̶
 

̶̶̶̶̶1̶̶̶̶̶̶̶̶1̶
 

本 　 会 　 議

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員 協 議 会

議 員 研 修

市

　長

　提

　出

議
員
提
出

区

　分

議員名
議決

結果
議案等名

議第63号   教育委員会委員の任命について
　　　　　 同意を求める件  

議第67号　平成30年度都留市一般会計補正
                予算（第3号） 
議第68号　平成30年度都留市簡易水道事業
                特別会計補正予算（第1号） 
議第69号　平成30年度都留市下水道事業特
                別会計補正予算（第2号） 
議第70号　平成30年度都留市盛里財産区特
                別会計補正予算（第1号） 
議第71号　 都留市職員給与条例及び都留市一般職の任期
                      付職員の採用等に関する条例中改正の件
議第72号　都留市長等の給与条例中改正の
                件  
議第73号　固定資産評価審査委員会委員の
                選任について同意を求める件

議第64号　平成30年度都留市一般会計補正
                予算（第2号） 
議第65号   都留市の議会の議員及び長の選挙における選挙
                       運動の公費負担に関する条例中改正の件 
議第66号　市道の路線の認定の件 
 

議員提出議案第1号　都留市議会の議員の議員
報酬及び費用弁償等に関する条例中改正の件 

諮問第1号　人権擁護委員の推薦について意見
                 を求める件 

請願第4号　核兵器禁止条約の日本政府の署名
と批准を求める意見書採択についての請願  

議員提出議案第2号　政治倫理審査会の審査結
果の件

請願第5号　治安維持法犠牲者国家賠償法（仮
称）の制定を国に求める請願 

同意 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

同意 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

同意 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　欠　

可決 ○　×　○　○　△　△　×　○　○　×　△　○　○　△　ー　欠　

継続
審査

継続
審査

（議員別賛否を含む）

小
林

　歳
男

小
俣

　
　武

 

小
俣

　義
之

 

国
田

　正
己

 

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

 

藤
本

　明
久

 

藤
江
喜
美
子

 

板
倉

　保
秋

 

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

 

奥
秋

　
　保

 

天
野

　利
夫

 

日
向

　美
徳

 

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

 

　月 定 例 会議決結果12
12月
定例会

　委員会では、
・選挙運動用ビラ作成の公費負担となる当該ビラの規格及
び内容確認の有無について

・地域おこし協力隊の住居に関し、空き家を活用するなど
とした本市の考えについて、などの質疑があり、慎重に
審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。
　次に、請願についてはいずれも継続審査すべきものとし
ました。

総務産業建設 常任委員会
12月19日午前10時から
委員長　山本美正　　副委員長　小俣義之

■審査した議案（付託議案）

都留市の議会の議員及び長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例中改正の件
市道の路線の認定の件
平成30年度都留市一般会計補正予算(第3号)
平成30年度都留市簡易水道事業特別会
計補正予算(第1号)
平成30年度都留市下水道事業特別会計
補正予算(第2号)

・議第65号

・議第66号
・議第67号
・議第68号

・議第69号

平成30年度都留市盛里財産区特別会計
補正予算(第1号)
核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准
を求める意見書採択についての請願
治安維持法犠牲者国家賠償法(仮称)の制
定を国に求める請願

・議第70号

・請願第4号

・請願第5号

　委員会では
・債権回収特別対策費に関し、増員となる職員の勤務体系
と職務内容について、・生活保護申請時の資産の処分状

況などについて、などの質疑があり、慎重に審査した結
果、付託議案の全てを原案可決としました。

平成 30年度都留市一般会計補正予算 (第 3号）・議第67号

■審査した議案（付託議案）

社会厚生 常任委員会
12月19日午後1時30分から
委員長　藤江喜美子　　副委員長　日向美徳

※議第67号　平成30年度都留市一般会計補正予算(第3号)は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。
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　月定例会議 決 結 果12
12月
定例会
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とした本市の考えについて、などの質疑があり、慎重に
審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。
　次に、請願についてはいずれも継続審査すべきものとし
ました。
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補正予算(第2号)

・議第65号

・議第66号
・議第67号
・議第68号

・議第69号

平成30年度都留市盛里財産区特別会計
補正予算(第1号)
核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准
を求める意見書採択についての請願
治安維持法犠牲者国家賠償法(仮称)の制
定を国に求める請願
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・請願第4号

・請願第5号

　委員会では
・債権回収特別対策費に関し、増員となる職員の勤務体系
と職務内容について、・生活保護申請時の資産の処分状

況などについて、などの質疑があり、慎重に審査した結
果、付託議案の全てを原案可決としました。

平成 30年度都留市一般会計補正予算 (第 3号）・議第67号

■審査した議案（付託議案）

社会厚生 常任委員会
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※議第67号　平成30年度都留市一般会計補正予算(第3号)は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。
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議長に不信任決議案議長に不信任決議案政治倫理審査会 議長に不信任決議案政治倫理審査会
12月定例会閉会日（12月21日）において、小俣武議長への不信任決議案が提出されました。

提案者：小俣義之 議員

　ただいまから、議長不信任決議案の提出理由の説明を申し上げます。
　先日、都留市議会議員政治倫理条例に基づき政治倫理審査会が設置されましたが、その設置や審査委員
の人選について大なる疑義を感じました。
　まず、審査請求の手続きは、都留市政治倫理条例第7条第1項に定める、対象議員が遵守義務に違反して
いると疑うに足りる事実を証する資料を添付し、議長に提出しなければならない、とあります。提出された添
付書類を拝見すると、事実を証するどころか名前すら記載されておらず、とうてい資料と呼べる代物ではあり
ません。誰がどう見てもその要件を満たしていない資料であることは一目瞭然であります。
　続いて第3項では、議長は、審査請求が第1項に規定する要件を満たしていないとき、又は請求代表者が前
項に規定する補正命令に従わないときは、当該請求を却下するものとする、とあります。要件を満たしていな
い当該請求は普通だったら当然却下されるものだと思われますが、一体議長はどこをどう見て要件を満たし
ていると判断をしたのでしょうか。
　また、審査会の設置については政治倫理条例の第8条に定める、議長は、前条に規定する審査請求が適当
であると認めたときは、都留市議会議員政治倫理審査会を設置し、当該審査請求に係る審査を審査会に付
託しなければならない、とあります。つまり、審査会設置権者である議長は、だれがどう見ても政治倫理条例
の定める要件を満たしていない請求を適当であると認め、受理したわけであります。
　さらには審査委員の指名についてであります。政治倫理条例第8条第3項によると、審査会の委員は、議員
のうちから議長が指名する、とあります。議長が指名した議員5名のうち、なんと4名が請求された審査事件
に深く関係する議員であります。公平・公正なる議長であれば、事件を審査する第3者機関の要素が強い審査
会の委員に関係議員を指名するということは、社会通念上あまり考えられない人選であります。
　こうした一連の強引とも言える政治倫理審査会の設置や、不条理と思われる審査委員の指名には、何か特
殊な事情というものが働いたと推測するわけであります。この決議案の提出者である私、あるいは賛成議員
の間ではその理由がつまびらかになっておりません。これではとても公平・公正な議会運営が保たれるとはと
うてい思えず、本市議会の秩序を乱すと思われる行為を、我 と々しては見過ごすわけにはまいりません。
　よって、ここに不信任決議案を提出するものであります。

藤江喜美子 議員

　ただいま議長不信任案が提出されましたが、私は納得がい
きません。
　先日提出された、政治倫理審査請求に係る倫理審査会の委
員の選任にあたり、不公平性を感じるとおっしゃっていました
が、常に議長は公平・公正にということを考えて委員の選出に
あたりました。議長は常に議会運営のことを考え、議会が円滑
に進むよう考えておられます。
　それにもかかわらず、この議長不信任案がなぜ出たのか私は
不思議に思います。よって、この議長不信任案に反対します。

提案理由

　小俣議長と、議長に代わり議
事進行を務めた国田副議長、欠
席議員1人を除く13人で採決を
行い、賛成4人、反対9人で否決
された。

結　　果
反対討論反対討論

◎審査請求年月日
　平成30年10月19日（金）
◎請求者
　・天野利夫 議員　・板倉保秋 議員　・藤江喜美子 議員
◎審査を求める議員の氏名
　鈴木孝昌　議員
◎遵守義務違反の内容
（１）9月定例議会最終日、副議長不信任決議案の提案理由での本会議場においての虚偽発言と疑われる　
　　  発言の検証
（2）不法建築（確認申請、その他に関して）の説明責任と検証
◎政治倫理審査会委員
　委員長　　谷垣喜一 議員
　副委員長　藤本明久 議員
　委　　員　国田正己 議員　　小澤  眞 議員　　志村武彦 議員
◎開催日時
　第 1 回　平成30年10月26日　10時から
　第 2 回　平成30年10月30日　10時から
　第 3 回　平成30年11月 2 日　10時から
　第 4 回　平成30年11月 6 日　10時から
　第 5 回　平成30年11月12日　10時から
　第 6 回　平成30年11月16日　10時から
◎審査の結果

第 7 回　平成30年11月21日　10時から
第 8 回　平成30年11月30日　10時から
第 9 回　平成30年12月 4 日　13時30分から
第10回　平成30年12月 6 日　13時30分から
第11回　平成30年12月10日　13時30分から
第12回　平成30年12月13日　10時から

　都留市議会では都留市議会議員政治倫理条例を定めています。審査請求があった場合は、議
長が設置する都留市議会議員政治倫理審査会で審査を行い、その結果を議会に諮り、議決を行
います。
　都留市議会政治倫理条例第3条第1項第1号の「品位と名誉を損なうような一切の行為を慎
み、その職務に関し、不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと」と規定する政治
倫理基準の遵守義務に違反すると、平成30年10月19日付で審査請求が提出され、これに対し
て審査が行われました。その概要は次のとおりです。

　都留市議会議員政治倫理条例第11条「議長は、審査会から審査の結果の報告を受けたときは、
その審査結果を議会に諮り、議決を行うものとする」との規定により、次のページに掲載した報
告書を、12月定例会に議員提出議案として提出しました。

都留市議会政治倫理条例第3条第1項第1号の「品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み、その職務
に関し、不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと」と規定する政治倫理基準の遵守義務違
反と認め、同条例第9条第3項第4号に規定する「議員辞職勧告」の措置とすることが適当である。
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　都留市議会では都留市議会議員政治倫理条例を定めています。審査請求があった場合は、議
長が設置する都留市議会議員政治倫理審査会で審査を行い、その結果を議会に諮り、議決を行
います。
　都留市議会政治倫理条例第3条第1項第1号の「品位と名誉を損なうような一切の行為を慎
み、その職務に関し、不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと」と規定する政治
倫理基準の遵守義務に違反すると、平成30年10月19日付で審査請求が提出され、これに対し
て審査が行われました。その概要は次のとおりです。

　都留市議会議員政治倫理条例第11条「議長は、審査会から審査の結果の報告を受けたときは、
その審査結果を議会に諮り、議決を行うものとする」との規定により、次のページに掲載した報
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都留市議会政治倫理条例第3条第1項第1号の「品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み、その職務
に関し、不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと」と規定する政治倫理基準の遵守義務違
反と認め、同条例第9条第3項第4号に規定する「議員辞職勧告」の措置とすることが適当である。



つる市議会だより　1819　つる市議会だより　

　小俣議長、欠席議員1人と採決権を棄権した議員4人を除く10人で採決を行い、賛成7人、反対3人で可
決された。

結　　果

政治倫理審査会

理 　 　 　 由

備 考

　(1)については、「発言自由の原則」はあるものの、特に議場での発言は
非常にその責任は重いものであり、発言の際には事実確認をした上で、慎重
かつ責任を持って行うことが議員としての責務と考える。
　(2)については、資料によると建築士が建築に必要な証明書を偽造したと
して、有印公文書偽造で在宅起訴されたとの新聞報道があったが、この報道
の建物が当該議員のものではないかとの疑惑が持たれていた。審査を進める
中で、この建物が当該議員のものと確認されたが、施主である当該議員から
は、これまで何の説明もされていなかった。このことは、政治倫理条例第2
条第3項の「議員は、政治倫理に反する事実があると疑いを持たれたとき
は、自らその疑惑を解明し、市民及び議会へ説明するとともに、その責任を
明らかにしなければならない。」と規定する「議員の責務」が果たされてい
なかった。
　以上のことを総合的に勘案し、採決したところ上記の審査結果に至った。

　特に(2)において、当該議員が建築士の不正に関与していたか否かについ
ては、審査会の権限外であるとの認識の下に、新聞報道があったことについ
ての説明責任が同条例上あるものと判断した。
　また、審査の過程において当該議員に対し、新聞記事に至った経緯等の資
料の提出と説明を求めたが、資料の提出も説明もなかったため、同条例第
10条第2項の規定により公表する。

国田正己 議員

　議員辞職勧告案に対する賛成討論を行います。
　まず初めに、10月26日から12月13日まで全12回開催された政治倫理審査会での最終結論を前
に、藤本副委員長が会議室を退席した問題であります。
　11回の会議において激論を戦わせてきましたが、それはそれでよいでしょう。しかし、最終結論
を前に審査委員会委員としての責務を放棄し、自分の要職も顧みず、会議室を退席した藤本副委員長
が本会議場での採決に参加するのであれば、議会人としての資質が問われるであろう。採決前に退席
したことは、苦渋の選択をし結論を出さなければならなかった審査会そのものの軽視であり、また、
副委員長としての責任を果たされなかったことは誠に残念であります。
　次に、本会議場での虚偽発言についてであります。
　9月3日の一般質問の聞き取りの中で、質問事項が議員同士で重なり、議長、副議長、議会運営委
員長の3者での調整会議が行われました。質問の順番も1番であり、以前から当局に要望を重ねてき
た議員の質問に対して、3者での調整会議の結果、後から提出された議員の質問を優先し、前者に対
して関連質問で述べるようにとのことを決定されましたが、これは全く理不尽であり、理解できませ
んが、当該議員はやむなく妥協せざるを得ませんでした。とあります。しかし実際の調整会議では、
これは藤本議会運営委員長の提案であり、これを受けた議長に、副議長はどうか？と聞かれ、私も同
じ考えでありました。調整会議のメンバーである議長、副議長、議会運営委員長の三者で決定したこ
とであります。議長の権限で勝手に決めたとありましたが、これは真実ではなく事実無根です。すな
わち鈴木議員の発言は嘘であり、虚偽ということであります。
　次に、不法建築の説明責任と検証についてであります。
　審査委員会は、10月26日から始まり12月13日まで計12回開催されてまいりました。会議にあた
りましては、（1）については公開とし、（2）については個人情報保護の観点から不特定多数の傍
聴人に対し、現実的に守秘義務を課せないと判断し非公開で行うこととしました。審査会は、鈴木孝
昌議員に対し、審査に必要と思われる資料の提出を求めたところ、審査当日、出席した鈴木議員は、
こともあろうか飴をなめなめ発言を行い、その姿勢があまりにも不誠実で、政治倫理条例そのもの
を、また審査委員会をも冒涜しているようでありました。政治倫理条例第2条第3項では、「議員は
政治倫理に反する事実があると疑惑を持たれたときは、自らその疑惑を解明し、市民及び議会へ説明
するとともに、その責任を明らかにしなければならない」とありますが、鈴木議員は個人情報を盾に
一切の説明責任を果たしませんでした。また、第9条第2項では、「審査会は、審査対象議員に弁明
の機会を与えなければならない」とありますが、その機会に欠席をしたうえ、6項目にわたる意見書
を提出し、それは近日中に回答があれば出席を考えると高をくくっているような不当な要求であり、
全く反省の余地もなく、その態度は高圧的であり審査会そのものへの挑戦でありました。政治倫理審
査会の目的は、疑わしきは罰せずではなく、疑わしきは説明責任を果たす義務を遂行することであり
ます。
　このように、色々と申し上げましたが、鈴木議員は法律論で戦うという姿勢でもありました。私た
ちは政治にかかわるものとして、まず最初に市民に対して説明責任を果たさなければなりません。こ
の点が、議員として一番大事なのではないでしょうか。そこが鈴木議員には一番欠けている点なので
はないでしょうか。
　以上の観点から私の、議員辞職勧告に対する賛成討論といたします。

賛成討論賛成討論

様式第7号(第8条関係)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年12月21日

都留市議会議員政治倫理審査会報告書

　　都留市議会議長  小俣　武　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議員政治倫理審査会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委 員 長　谷垣　喜一　　                   　

　本審査会に付託された事件を審査した結果、次のとおり決定したので都留市議会議員政治倫理条例

第9条第1項の規定に基づき報告します。

審査請求対象議員

審 査 の 結 果

鈴 木 孝 昌

　都留市議会政治倫理条例第3条第1項第1号の「品位と名誉を損なうような
一切の行為を慎み、その職務に関し、不正の疑惑を持たれるおそれのある行
為をしないこと」と規定する政治倫理基準の遵守義務違反と認め、同条例第9
条第3項第4号に規定する「議員辞職勧告」の措置とすることが適当である。

議員提出議案第2号
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　(1)については、「発言自由の原則」はあるものの、特に議場での発言は
非常にその責任は重いものであり、発言の際には事実確認をした上で、慎重
かつ責任を持って行うことが議員としての責務と考える。
　(2)については、資料によると建築士が建築に必要な証明書を偽造したと
して、有印公文書偽造で在宅起訴されたとの新聞報道があったが、この報道
の建物が当該議員のものではないかとの疑惑が持たれていた。審査を進める
中で、この建物が当該議員のものと確認されたが、施主である当該議員から
は、これまで何の説明もされていなかった。このことは、政治倫理条例第2
条第3項の「議員は、政治倫理に反する事実があると疑いを持たれたとき
は、自らその疑惑を解明し、市民及び議会へ説明するとともに、その責任を
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ては、審査会の権限外であるとの認識の下に、新聞報道があったことについ
ての説明責任が同条例上あるものと判断した。
　また、審査の過程において当該議員に対し、新聞記事に至った経緯等の資
料の提出と説明を求めたが、資料の提出も説明もなかったため、同条例第
10条第2項の規定により公表する。

国田正己 議員

　議員辞職勧告案に対する賛成討論を行います。
　まず初めに、10月26日から12月13日まで全12回開催された政治倫理審査会での最終結論を前
に、藤本副委員長が会議室を退席した問題であります。
　11回の会議において激論を戦わせてきましたが、それはそれでよいでしょう。しかし、最終結論
を前に審査委員会委員としての責務を放棄し、自分の要職も顧みず、会議室を退席した藤本副委員長
が本会議場での採決に参加するのであれば、議会人としての資質が問われるであろう。採決前に退席
したことは、苦渋の選択をし結論を出さなければならなかった審査会そのものの軽視であり、また、
副委員長としての責任を果たされなかったことは誠に残念であります。
　次に、本会議場での虚偽発言についてであります。
　9月3日の一般質問の聞き取りの中で、質問事項が議員同士で重なり、議長、副議長、議会運営委
員長の3者での調整会議が行われました。質問の順番も1番であり、以前から当局に要望を重ねてき
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して関連質問で述べるようにとのことを決定されましたが、これは全く理不尽であり、理解できませ
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とであります。議長の権限で勝手に決めたとありましたが、これは真実ではなく事実無根です。すな
わち鈴木議員の発言は嘘であり、虚偽ということであります。
　次に、不法建築の説明責任と検証についてであります。
　審査委員会は、10月26日から始まり12月13日まで計12回開催されてまいりました。会議にあた
りましては、（1）については公開とし、（2）については個人情報保護の観点から不特定多数の傍
聴人に対し、現実的に守秘義務を課せないと判断し非公開で行うこととしました。審査会は、鈴木孝
昌議員に対し、審査に必要と思われる資料の提出を求めたところ、審査当日、出席した鈴木議員は、
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一切の説明責任を果たしませんでした。また、第9条第2項では、「審査会は、審査対象議員に弁明
の機会を与えなければならない」とありますが、その機会に欠席をしたうえ、6項目にわたる意見書
を提出し、それは近日中に回答があれば出席を考えると高をくくっているような不当な要求であり、
全く反省の余地もなく、その態度は高圧的であり審査会そのものへの挑戦でありました。政治倫理審
査会の目的は、疑わしきは罰せずではなく、疑わしきは説明責任を果たす義務を遂行することであり
ます。
　このように、色々と申し上げましたが、鈴木議員は法律論で戦うという姿勢でもありました。私た
ちは政治にかかわるものとして、まず最初に市民に対して説明責任を果たさなければなりません。こ
の点が、議員として一番大事なのではないでしょうか。そこが鈴木議員には一番欠けている点なので
はないでしょうか。
　以上の観点から私の、議員辞職勧告に対する賛成討論といたします。

賛成討論賛成討論
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都留市議会議員政治倫理審査会報告書

　　都留市議会議長  小俣　武　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議員政治倫理審査会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委 員 長　谷垣　喜一　　                   　

　本審査会に付託された事件を審査した結果、次のとおり決定したので都留市議会議員政治倫理条例

第9条第1項の規定に基づき報告します。

審査請求対象議員

審 査 の 結 果

鈴 木 孝 昌

　都留市議会政治倫理条例第3条第1項第1号の「品位と名誉を損なうような
一切の行為を慎み、その職務に関し、不正の疑惑を持たれるおそれのある行
為をしないこと」と規定する政治倫理基準の遵守義務違反と認め、同条例第9
条第3項第4号に規定する「議員辞職勧告」の措置とすることが適当である。

議員提出議案第2号
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◎12月定例会 閉会
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この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

3月定例会日程（予定）

●開　　会 2月28日（木）
●一般質問 3月11日（月）、12日（火）
●閉　　会 3月20日（水）

次期定例会及び請願提出について

請願提出締切日（予定）●2月25日（月）

人 事 案 件
　12月6日の本会議で、教育委員会委員の任命について
議案が上程され、満場一致で同意されました。
●教育委員会委員      
　鹿　留　　三枝　泰子　　法　能　　遠山　江理

　12月21日の本会議で、人権擁護委員の推薦について
諮問が上程され、満場一致で同意されました。
●人権擁護委員      
　田野倉　　佐藤　雅子　　田　原　　平井　勝典
　下　谷　　渡邉　芳治

　12月21日の本会議で、固定資産評価審査委員会委員の選
任について議案が上程され、満場一致で同意されました。

●固定資産評価審査委員会委員
　十日市場　　渡邉　良二　　小　野　　志村　充
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